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79 
鼓
本
主
義
の
競
争
か
ら
独
占
へ
の
発
展
の
中
で
登
場
す
る
、
個
別
資
本
科
学
的
管
理
の
科
学
的
管
理
の
生
成
と
発
展
（
姦
堂
）
生
成
と
発
展
の
経
営
労
働
力
に
対
す
る
意
識
的
保
膜
ー
支
配
の
二
重
椙
造
的
管
理
体
系
を
、
「
近
代
的
経
営
労
務
管
理
」
と
性
格
づ
け
る
な
ら
ば
、
十
九
批
紀
末
の
ア
メ
リ
カ
独
占
資
本
確
立
期
を
背
桑
に
成
立
し
た
、
テ
ィ
ラ
ー
の
科
学
的
管
理
は
、
こ
う
し
た
近
代
的
管
理
制
度
の
萌
芽
で
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。
当
時
あ
た
か
も
、
管
理
技
師
グ
ル
ー
プ
の
頭
脳
を
集
中
し
た
A
能
率
増
進
運
動
(efficiency
m
o
v
e
m
e
n
t
)
>
が
、
テ
ィ
ラ
ー
の
新
ら
し
い
管
理
制
度
に
統
合
さ
れ
て
行
く
過
程
を
遥
し
て
、
わ
れ
わ
れ
は
近
代
的
管
理
制
度
成
立
の
必
然
的
系
譜
を
跡
づ
け
う
る
の
で
あ
る
。
か
く
て
、
二
十
世
紀
前
半
を
つ
ら
ぬ
く
ア
メ
リ
カ
管
理
技
術
の
発
展
過
程
を
、
「
科
学
的
行
理
の
生
成
と
発
展
」
の
う
ち
に
求
め
る
こ
と
は
、
経
営
労
務
管
理
の
本
質
を
七
九
歴
史
的
に
検
証
す
る
―
つ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。
同
時
に
ま
た
科
学
的
管
理
の
歴
史
を
め
ぐ
っ
て
、
そ
こ
に
経
営
と
労
働
の
関
係
を
集
約
的
に
分
析
す
る
こ
と
も
、
経
営
労
資
脚
係
の
発
展
を
追
跡
す
る
具
体
的
な
足
場
を
準
備
す
る
こ
と
に
な
ろ
う
。
あ
た
か
も
小
稿
で
、
わ
れ
わ
れ
の
と
り
あ
げ
る
M
.
J
・
ナ
ド
ワ
ー
ニ
ー
『
科
学
的
管
理
と
労
鋤
組
合
』
(MiltonJ• 
N
a
d
w
o
r
n
y
,
 Scientific 
M
a
n
a
g
e
m
e
n
t
 a
n
d
 the Unions, 
1
9
0
0
-
1
9
3
2
.
 
A
 Historical 
Analysis, 1
9
5
5
.
)
は
、
右
に
述
ぺ
た
よ
う
な
ア
プ
ロ
ー
チ
を
試
み
て
、
わ
れ
わ
れ
の
興
味
を
誘
う
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
れ
は
テ
ィ
ラ
ー
の
科
学
的
管
理
を
軸
と
し
て
、
ア
メ
リ
カ
管
理
制
度
の
展
開
を
理
解
し
、
ひ
い
て
こ
の
科
学
的
管
理
の
歴
史
を
介
し
て
、
ア
メ
リ
カ
経
営
労
汽
関
係
の
変
遷
を
高
ー
ナ
ド
ワ
ー
＝
ー
ー
『
科
学
的
管
理
と
労
働
組
合
』
．
に
つ
い
て
|
|
堂
俊
禰
80 
科
学
的
管
理
の
生
成
と
発
展
（
甜
堂
）
理
解
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
も
ち
ろ
ん
そ
れ
ら
は
全
面
的
に
は
わ
れ
わ
れ
を
納
得
さ
せ
る
も
の
で
な
い
が
、
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
著
者
が
豊
富
な
衰
料
を
基
礎
に
、
ユ
ニ
ー
ク
な
接
近
を
試
み
て
い
る
点
と
、
一
般
的
に
い
っ
て
、
他
に
こ
の
種
の
俯
豚
的
研
究
の
比
較
的
乏
し
い
突
箭
か
ら
、
こ
の
分
野
の
研
究
を
意
図
す
る
も
の
の
手
引
と
し
て
、
そ
の
価
値
は
高
く
評
価
さ
れ
る
ぺ
き
も
の
で
あ
ろ
う
。
ち
な
み
に
、
本
書
の
章
別
構
成
は
次
の
よ
う
で
あ
る
。
O
r
i
g
i
n
 
of 
t
h
e
 
一
、
テ
ィ
ラ
ー
ツ
ス
テ
ム
の
起
源
(
T
h
e
S
y
s
t
e
m
.
)
 
二
、
発
展
と
敵
対
(
E
x
p
a
n
s
i
o
n
a
n
d
 Opposition.) 
―
―
-
、
プ
ラ
ソ
デ
ィ
ス
と
東
部
鉄
道
貨
率
事
件
(Brandeis a
n
d
 the E
a
s
t
e
r
n
 R
a
t
e
 Case.) 
四
、
労
鋤
組
合
の
闘
争
宜
言
(
L
a
g
 
r
 Declares W
a
r
.
)
 
五
、
バ
リ
ケ
ー
ド
の
突
破
口
(
C
r
a
c
k
s
in 
t
h
e
 Barricades.) 
六
、
ホ
ク
ツ
ー
調
査
(
T
h
e
H
o
x
i
e
 Investigation.) 
七
、
精
神
革
命
(
A
M
e
n
t
a
l
 Revolution.) 
八
、
協
調
熱
(Cooperation
Fever.) 
九
、
科
学
的
管
理
運
動
の
回
顕
(Scientific 
M
a
n
a
g
e
m
e
n
t
 in Retrospect.) 
（註）
以
下
そ
の
大
要
を
紹
介
し
よ
う
。
T
a
y
l
o
r
 
（
註
）
こ
の
杏
の
紹
介
は
、
す
で
に
品
弘
氏
に
よ
っ
て
な
さ
れ
て
い
る
（
同
志
社
商
学
第
九
巻
第
一
号
）
。
同
稿
は
適
切
な
指
摘
を
含
ん
で
い
る
が
、
主
と
し
て
労
衰
対
立
の
側
面
に
焦
点
が
向
け
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
本
税
で
は
著
者
の
立
場
を
捉
え
る
の
に
重
要
な
、
後
半
の
問
題
点
も
煎
視
し
て
、
全
般
的
な
跡
付
け
を
拭
み
た
。
「
科
学
的
管
理
」
の
成
立
期
ー
一
九
世
紀
末
ー
ー
＇
合
衆
国
で
は
南
北
戦
争
(1g1~65)
後
、
各
経
営
体
は
一
般
に
、
そ
の
規
模
と
活
動
範
囲
を
急
速
に
拡
大
し
、
生
産
方
法
も
漸
く
複
雑
化
し
つ
つ
あ
っ
た
が
、
こ
の
間
に
お
け
る
製
造
工
業
の
高
度
な
機
械
化
傾
向
ほ
、
「
実
業
家
」
(
B
u
s
i
n
e
s
s
m
a
n
)
な
い
し
「
産
菜
将
帥
」
(captain
o
f
 
i
n
d
u
s
t
r
y
)
を
、
エ
菜
経
営
の
技
術
的
問
題
か
ら
ひ
き
離
し
つ
つ
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
中
で
、
機
械
的
工
業
生
産
の
技
術
的
必
要
に
応
え
て
登
場
し
た
の
が
「
機
械
技
師
」
(
m
e
c
h
a
n
i
c
a
l
e
n
g
i
n
e
e
r
)
で
、
や
が
て
彼
等
が
産
業
の
中
心
的
人
物
と
な
っ
て
活
躍
す
る
の
で
あ
る
。
(
R
l
)
。
た
ま
た
ま
一
八
八
0
年
に
お
け
る
ア
メ
リ
カ
機
械
技
師
協
会
(
A
m
e
r
i
c
a
n
S
o
c
i
e
t
y
 o
f
 M
e
c
h
a
n
i
c
a
l
 E
n
g
i
n
e
e
r
s
)
の
創
設
は
、
こ
の
歴
史
の
上
で
重
要
な
窯
義
を
も
つ
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
A
.
s
.
M
.
E
は
専
門
技
術
者
グ
ル
ー
プ
の
母
体
と
し
て
、
企
菜
経
営
の
技
術
的
暗
問
題
に
熱
心
な
討
議
と
研
究
を
示
し
た
の
で
あ
る
が
、
な
か
で
も
一
八
八
六
年
の
会
合
で
提
出
さ
れ
た
ク
ウ
ソ
臼
H
e
n
r
y
R
.
 T
o
w
n
e
)
の
論
文
「
エ
コ
ノ
ミ
ス
ト
と
し
て
の
技
師
」
(
T
h
e
E
n
g
i
n
e
e
r
 a
s
 a
n
 E
c
o
n
o
m
i
s
t
}
は
企
八
0
81 
科
学
的
管
理
の
生
成
と
発
展
（
高
堂
）
業
管
理
に
関
す
る
先
駆
的
論
文
と
評
価
さ
れ
る
に
充
分
な
も
の
が
あ
っ
た
。
こ
の
論
文
ほ
、
協
会
の
メ
ム
バ
ー
達
に
、
技
術
的
問
題
と
同
時
に
管
理
の
問
題
に
つ
い
て
考
慮
す
べ
き
こ
と
を
示
唆
し
た
に
留
ま
っ
た
が
、
そ
の
こ
と
は
ま
さ
に
、
A
ニ
コ
ノ
ミ
ス
ト
＞
と
し
て
の
技
師
の
資
務
を
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
す
る
効
果
を
示
し
た
の
で
あ
る
（
四
）
。
周
知
の
よ
う
に
、
当
時
能
率
の
増
進
を
実
現
す
る
た
め
の
管
理
方
策
と
し
て
日
程
に
上
っ
て
い
た
主
要
課
題
は
賃
金
支
払
方
法
の
そ
れ
で
あ
っ
た
。
た
と
え
ば
ハ
ル
セ
イ
(
F
r
e
d
e
r
i
c
kA• 
H
a
l
s
e
y
)
 
:
!
;
!
、
「
生
産
お
よ
び
労
拗
問
題
の
＾
解
決
＞
の
根
源
と
し
て
、
賃
金
支
払
方
法
に
注
目
し
続
け
」
、
や
が
て
彼
は
日
給
制
(
d
a
y
w
a
g
e
s
)
と
出
来
高
給
制
(
p
i
e
c
e
,
 
w
o
r
k
 p
a
y
m
e
n
t
)
の
双
方
を
拒
否
し
て
、
い
わ
ゆ
る
「
割
増
賃
金
制
」
(
p
r
e
m
i
u
m
 p
l
a
n
)
を
主
張
し
た
。
ハ
ル
セ
イ
の
論
点
は
こ
う
で
あ
る
。
「
日
給
制
」
の
下
で
は
、
生
産
増
加
に
よ
る
全
体
と
し
て
の
利
益
も
結
局
は
屈
主
に
帰
属
す
る
か
ら
、
労
働
者
は
い
き
ぉ
い
生
産
制
限
を
行
う
こ
と
に
な
り
、
そ
う
な
れ
ば
屈
主
は
「
そ
の
生
産
物
に
法
外
に
支
払
う
」
(
p
a
y
s
e
x
t
r
a
v
a
g
a
n
t
l
y
 f
o
r
 his p
r
o
d
u
c
t
)
こ
と
に
な
る
し
、
「
出
来
高
給
制
」
の
下
で
も
、
生
産
の
増
大
（
し
た
が
っ
て
貨
金
支
払
額
の
培
加
）
は
必
然
的
に
、
屈
主
に
総
労
務
毀
削
減
の
た
め
の
伎
率
切
下
げ
を
行
わ
せ
、
そ
の
結
果
は
ま
た
、
労
務
者
の
生
産
制
限
に
よ
る
報
復
を
う
け
る
こ
と
に
な
る
。
か
く
て
、
基
本
的
に
は
貨
金
を
引
上
げ
、
し
か
も
単
位
コ
ス
ト
を
引
下
げ
る
「
割
増
牧
金
制
」
こ
そ
が
、
賃
率
切
下
げ
を
排
除
す
る
合
理
的
方
八
法
と
な
る
。
こ
れ
は
「
節
約
時
間
」
分
に
対
し
て
一
定
の
割
増
位
金
(
p
r
e
m
i
u
m
)
を
支
給
す
る
方
法
で
あ
っ
て
、
こ
の
よ
う
な
、
時
間
貨
率
の
一
定
歩
合
を
限
度
と
し
た
披
金
増
加
は
、
常
に
生
産
址
の
絶
対
的
増
大
に
哀
．
つ
け
ら
れ
て
い
る
か
ら
、
全
体
と
し
て
の
労
務
喪
の
削
減
と
矛
盾
し
な
い
（
四
）
こ
う
し
た
ハ
ル
セ
イ
の
プ
ラ
ン
は
「
時
間
節
約
プ
ラ
ン
」
(
t
i
m
e
'
s
a
v
i
n
g
p
l
a
n
)
と
し
て
の
本
質
を
も
つ
も
の
で
あ
っ
た
が
、
こ
こ
に
と
り
入
れ
ら
れ
た
「
時
間
」
の
要
素
こ
そ
、
過
去
十
年
以
上
も
テ
ィ
ラ
ー
の
関
心
を
ひ
い
て
き
た
も
の
で
あ
っ
た
。
＾
ル
セ
イ
の
プ
ラ
ン
は
広
く
普
及
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
が
、
こ
の
新
ら
し
い
要
素
を
め
ぐ
る
テ
ィ
ラ
ー
の
考
え
は
、
A
 A
 P
i
e
c
e
 R
a
t
e
 S
y
s
t
e
m
,
 B
e
i
n
g
 
A
 S
t
e
p
 
T
o
w
a
r
d
 
Partial 
S
o
l
u
t
i
o
n
 o
n
 L
a
b
o
r
 P
r
o
b
l
e
m
.
 1
8
9
5►
 の
中
＇
に
、
「
学
缶
別
的
出
来
高
給
制
」
(
d
i
f
f
e
r
e
n
t
i
a
l
p
i
e
c
e
 
r
a
t
e
)
と
な
っ
て
ま
と
め
ら
れ
た
。
テ
イ
ラ
ー
の
こ
の
賃
金
ブ
ラ
ソ
は
報
酬
と
罰
則
を
基
礎
と
し
た
二
つ
の
異
っ
た
貨
率
を
も
と
に
し
て
、
所
定
時
問
以
内
で
の
作
業
遂
行
に
は
高
い
貨
率
が
、
反
対
に
失
敗
の
場
合
に
は
、
き
わ
め
て
少
額
の
賃
金
が
支
給
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
こ
の
た
め
、
怠
け
も
の
(
t
h
e
s
l
o
t
h
f
u
l
)
は
ス
ピ
ー
ド
ア
ッ
プ
を
促
さ
れ
る
か
、
仕
事
場
か
ら
追
い
出
さ
れ
、
全
体
と
し
て
「
高
級
」
労
務
者
か
ら
構
成
さ
れ
る
労
働
力
を
創
出
す
る
こ
と
に
な
る
(m)。
テ
ィ
ラ
ー
の
こ
の
賃
金
プ
ラ
ン
は
「
基
礎
賃
率
決
定
部
門
」
(
e
l
e
m
e
n
t
a
r
y
r
a
t
e
 `
 
fixing 
d
e
p
a
r
t
m
e
n
t
)
と
、
「
最
密
の
労
務
者
管
理
法
」
―
t
h
e
b
e
s
t
 
m
e
t
h
o
d
 o
f
 m
a
n
a
g
i
n
g
 m
e
n
)
の
二
つ
の
付
加
的
要
素
を
含
む
a・i 
科
学
的
管
理
の
生
成
と
発
展
（
寓
堂
）
も
の
で
あ
っ
た
百
）
。
こ
れ
は
課
莱
(task)
を
そ
の
構
成
部
分
に
分
解
し
、
ス
ト
ッ
ブ
ウ
オ
ッ
チ
で
計
測
す
る
「
要
素
時
間
研
究
」
(
e
l
e
m
e
n
t
a
r
y
t
i
m
e
 
s
t
u
d
y
)
を
i
9
っ
て
費
率
決
定
の
正
礁
な
基
礎
を
進
血
畑
し
よ
う
と
す
る
。
テ
ィ
ラ
ー
は
こ
の
点
を
合
理
化
す
れ
ば
、
労
安
紛
争
の
重
大
な
原
因
は
一
掃
さ
れ
、
雇
用
者
と
労
務
者
の
友
好
醐
係
が
維
持
さ
れ
る
と
考
え
て
、
こ
う
し
た
一
連
の
方
策
を
最
苔
の
管
理
法
で
あ
る
と
見
た
の
で
あ
る
（
平
｀
四
参
照
）
。
こ
の
よ
う
な
テ
ィ
ラ
ー
の
意
見
の
底
を
つ
ら
ぬ
く
も
の
は
、
労
働
組
合
に
対
す
る
強
い
反
感
で
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
彼
は
労
働
組
合
を
本
質
的
に
、
破
攘
的
な
も
の
・
(destructive
a
n
d
 stultifying)
と
見
な
し
、
彼
の
賃
金
支
払
法
は
「
労
働
組
合
と
ス
ト
ラ
イ
キ
を
無
用
た
ら
し
め
る
」
と
主
張
し
た
。
彼
に
よ
れ
ば
、
各
労
務
者
を
一
様
に
平
均
的
作
業
水
準
な
い
し
賃
金
水
準
に
固
定
さ
せ
る
団
体
交
渉
の
実
行
は
、
個
人
的
価
値
に
応
じ
て
炊
金
を
支
給
し
、
し
た
が
っ
て
各
労
務
者
の
野
心
を
剌
戟
す
る
効
果
の
あ
る
彼
の
ブ
ラ
ソ
に
は
「
全
く
劣
る
」
も
の
で
あ
っ
た
。
（
四
）
お
も
う
に
、
「
テ
ィ
ラ
ー
シ
ス
テ
ム
の
主
要
目
的
は
、
労
務
者
の
生
産
品
を
培
大
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
か
ら
、
テ
ィ
ラ
ー
が
時
間
研
究
を
『
科
学
的
管
理
の
基
礎
』
と
考
え
た
こ
と
は
ま
さ
に
当
然
で
あ
っ
た
」
(Ea)
。
ス
ト
ッ
ブ
ウ
オ
ッ
チ
に
よ
る
「
精
密
な
時
間
研
究
」
は
、
労
務
者
の
遂
行
す
べ
き
「
最
短
時
間
」
(the
q
u
i
c
k
e
s
t
 
t
i
m
e
)
を
決
定
す
る
た
め
の
手
段
に
他
な
ら
ず
、
そ
れ
が
高
賃
金
の
基
礎
し
た
が
っ
て
労
務
者
の
協
力
を
確
保
し
う
る
有
力
な
手
段
を
準
備
す
る
も
の
に
な
る
と
考
え
た
の
で
あ
る。
さ
て
著
者
は
テ
ィ
ラ
ー
ツ
ス
テ
ム
の
廿
子
を
右
の
よ
う
に
と
ら
え
、
そ
れ
ら
の
中
に
認
め
ら
れ
る
贖
特
質
(
S
苫
且
ぽ
）
が
、
「
テ
ィ
ラ
ー
自
身
の
生
活
経
験
に
密
接
な
固
係
を
も
ち
、
そ
の
明
白
な
あ
ら
わ
れ
で
あ
っ
た」
(m)こ
と
を
検
証
す
る
。
こ
れ
に
醐
遮
し
て
著
者
が
特
に
注
目
し
た
の
ほ
、
テ
ィ
ラ
ー
が
ミ
ッ
ド
ヴ
ェ
ー
ル
製
銅
会
社
(
M
i
d
v
a
l
e
Steel 
C
o
m
p
a
n
y
)
で
十
年
以
上
に
わ
た
る
実
地
経
験
を
通
し
て
、
出
来
高
賃
金
支
払
法
の
欠
陥
に
気
づ
く
一
方
、
そ
こ
か
ら
発
生
す
る
労
衰
の
不
和
を
解
消
し
、
双
方
の
利
益
を
調
和
さ
せ
る
管
理
計
画
を
考
慮
す
る
に
い
た
っ
た
経
過
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
テ
ィ
ラ
ー
は
「
協
力
へ
の
蚊
大
の
陀
宙
は
、
経
営
者
が
『
適
正
な
一
日
の
仕
事
』
(a
p
r
o
p
e
r
 day's w
o
r
k
)
を
設
定
す
る
も
の
に
つ
い
て
無
知
な
こ
と
だ
と
考
え
て
、
こ
の
『
事
実
』
を
発
見
し
よ
う
と
試
み
た
」
（
竺
。
こ
の
考
え
に
沿
っ
て
、
テ
ィ
ラ
ー
は
更
に
ベ
ス
＞
ヘ
ム
製
銅
会
社
(
B
e
t
h
l
e
h
e
m
Steel C
 g
 
n
p
a
n
y
)
で
、
労
猫
者
疲
労
(
w
o
r
k
e
r
fatigue)
、
シ
ョ
ペ
ル
作
業
(Shoveling)
、
ペ
ア
リ
ソ
グ
検
査
(ball-bearing
inspection)
、
銑
鉄
迎
搬
作
菜
(pig-
i
r
o
n
 h
a
n
d
l
i
n
g
)
、
金
訊
削
り
作
莱
(metal-cutting)
な
ど
に
つ
い
て
の
実
験
を
進
め
、
同
時
に
屈
用
者
と
労
猫
者
間
の
、
八
「
親
密
な
友
好
的
83 
協
力
」
(intimate `
 
friendly c
o
o
p
e
r
a
t
i
o
n
)
を
J
も
た
ら
4
9
た
め
の
管
理
制
度
を
作
ろ
う
と
努
力
し
た
の
で
あ
る
。
と
こ
ろ
で
「
テ
ィ
ラ
ー
に
は
『
協
力
』
と
い
う
こ
と
は
経
営
者
が
、
労
務
者
の
伝
統
的
な
知
識
(
t
r
a
d
i
t
i
o
n
a
l
k
n
o
w
 ,
 
h
o
w
)
を
よ
せ
集
め
て
、
こ
れ
を
『
法
則
』
と
公
式
に
組
織
化
す
る
こ
と
」
（
砂
）
を
意
味
し
て
い
た
。
そ
れ
ゆ
え
彼
に
と
っ
て
、
「
協
力
」
の
た
め
の
労
務
者
の
役
割
は
、
い
ま
、
や
こ
の
法
則
な
い
し
公
式
に
従
う
こ
と
だ
け
の
消
極
的
な
も
の
で
あ
る
の
ヽ
｀
に
、
屈
用
者
の
役
割
こ
そ
ま
さ
に
稜
極
的
な
も
の
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
た
。
テ
ィ
ラ
ー
は
、
一
九
0
一
年
ペ
ス
レ
ヘ
ム
会
社
退
職
を
機
に
、
過
去
二
十
年
以
上
に
も
わ
た
っ
た
実
地
の
研
究
と
別
れ
、
以
後
は
も
っ
ば
ら
彼
の
「
課
菜
管
理
」
(
t
a
s
k
m
a
n
a
g
e
m
e
n
t
)
を
、
経
営
者
に
熱
心
に
説
得
す
る
案
内
役
、
指
迎
役
、
宜
伝
家
で
あ
ろ
う
と
し
た
。
か
く
し
て
、
「
テ
ィ
ラ
ー
ツ
ス
テ
ム
は
奇
妙
に
も
、
そ
の
名
の
示
す
テ
ィ
ラ
ー
そ
の
人
以
外
の
も
の
の
手
で
産
菜
に
迎
入
さ
れ
る
」
(m)こ
と
と
な
っ
た
。
産
業
へ
の
都
入
・
紹
介
期
二
十
泄
紀
初
頭
の
数
年
は
、
テ
ィ
ラ
ー
の
低
れ
た
協
力
者
た
ち
の
努
力
に
よ
る
テ
ィ
ラ
ー
シ
ス
テ
ム
紹
介
の
時
期
で
あ
っ
た
。
こ
こ
で
ガ
ソ
ト
(
H
e
n
r
y
 L• 
G
a
n
t
t
)
や
バ
ー
ス
(
C
a
r
l
G
.
 B
a
r
t
h
)
の
活
躍
は
勿
論
、
メ
リ
ッ
ク
(
D
w
i
g
h
t
V. M
e
r
r
i
c
k
)
、
＾
サ
ウ
ェ
イ
(
H
o
r
a
c
e
科
学
的
管
理
の
生
成
と
発
展
（
石
堂
）
K• 
H
a
t
h
a
w
a
y
)
、
八
ク
ッ
ク
(
M
o
r
r
i
s
L. C
o
o
k
e
)
、
ケ
ン
ダ
ー
ル
(
H
e
n
r
y
 
P• 
K
e
n
d
a
l
l
)
ら
の
功
組
を
無
視
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
だ
が
こ
の
よ
う
な
実
業
界
へ
の
滲
透
の
過
程
で
、
こ
れ
ら
設
四
者
(
s
y
s
-
t
e
m
a
t
i
z
e
r
)
た
ち
の
人
気
が
斉
ま
る
に
つ
れ
て
、
そ
れ
に
つ
け
こ
も
う
と
す
る
山
師
(
q
u
a
c
k
)
が
あ
ら
わ
れ
た
。
彼
等
は
も
っ
ば
ら
「
労
務
者
に
の
み
負
担
を
か
け
て
、
彼
等
を
不
当
に
ス
ピ
ー
ド
ア
ッ
ブ
し
よ
う
と
す
る
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
制
度
」
に
た
よ
り
、
「
作
業
条
件
を
標
準
化
す
る
方
法
を
知
ら
な
か
っ
た
り
、
不
注
慈
で
あ
っ
た
り
し
た
」
（
祖
）
か
ら
、
テ
ィ
ラ
ー
の
も
と
へ
実
業
界
か
ら
の
愚
痴
や
非
難
が
む
け
ら
れ
た
の
は
当
然
で
あ
っ
た
。
し
か
し
テ
ィ
ラ
ー
派
が
唯
一
の
管
理
コ
ソ
サ
ル
ク
ン
ト
で
は
な
か
っ
た
。
さ
き
の
山
師
た
ち
と
は
別
に
、
エ
マ
ー
ソ
ン
(
H
a
r
r
i
n
g
t
o
n
E
m
e
r
s
o
n
)
の
よ
う
な
人
も
い
た
か
ら
で
あ
る
。
エ
マ
ー
ソ
ン
は
、
い
わ
ゆ
る
「
ニ
マ
ー
ソ
ン
式
ボ
ー
ナ
ス
制
」
(
E
m
e
r
s
o
n
，
 
g
 
n
u
s
 p
l
a
n
)
を
中
心
と
す
る
彼
の
制
度
を
考
案
し
一
nl、
み
ず
か
ら
テ
ィ
ラ
ー
シ
ス
テ
ム
と
区
別
し
て
〔
科
学
的
管
理
者
〕
（
s
c
i
e
n
t
i
f
i
c
m_anager) 
に
対
し
「
能
率
技
師
〕
（
e
f
f
i
c
i
e
n
c
y
e
品
i
n
e
e
r
)
の
呼
び
名
を
用
い
、
「
能
番
進
連
動
」
(
e
臣
iencymovement)~ 
先
涵
し
た
(g-。
た
お
こ
の
よ
う
な
「
テ
ィ
ラ
ー
の
（
し
た
が
っ
て
科
学
的
管
理
の
）
も
っ
と
も
重
大
な
ラ
イ
バ
ル
」
一
沼
ー
で
あ
っ
た
ユ
マ
ー
ソ
ソ
が
、
後
に
「
東
部
鉄
辺
奴
率
事
件
」
の
証
言
台
に
立
っ
て
、
科
学
的
管
理
の
発
展
の
上
に
軍
要
な
役
割
を
果
し
た
の
は
興
味
深
い
。
8勾
す
る
巣
一
の
呼
び
名
（
『
科
学
的
管
理
』
な
い
し
『
テ
ィ
ラ
ー
ツ
ス
テ
ム
』
さ
て
こ
の
時
期
に
、
「
近
代
的
管
理
」
者
グ
ル
ー
プ
に
参
加
し
た
最
も
誼
要
な
人
と
し
て
ギ
ル
プ
レ
ス
(
F
r
a
n
k
B. Gilbreth)
も
忘
れ
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
彼
に
つ
ふ
ヤ
て
特
に
指
摘
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
、
そ
の
労
慟
組
合
に
対
す
る
態
度
で
あ
っ
た
。
周
知
の
よ
う
に
テ
ィ
ラ
ー
自
身
は
、
っ
と
に
労
鋤
組
合
を
敵
視
し
、
忌
避
し
、
「
ど
の
よ
う
な
工
場
で
も
、
労
働
組
合
が
組
織
化
さ
れ
て
い
な
い
か
ぎ
り
う
ま
く
運
営
さ
れ
る
」
B
~
)
と
断
言
し
て
い
た
。
事
実
、
彼
や
そ
の
親
し
い
同
僚
た
ち
は
、
彼
等
の
制
度
を
組
合
の
結
成
さ
れ
て
い
る
工
場
へ
は
適
用
し
な
か
っ
た
。
し
か
し
ギ
ル
プ
レ
ス
は
テ
ィ
ラ
ー
と
ち
が
っ
て
、
「
組
合
の
影
曹
を
根
絶
し
よ
う
と
は
考
え
な
か
っ
た
し
、
組
合
と
の
交
渉
を
選
ん
だ
」
（
四
）
の
で
あ
る
。
そ
の
意
味
で
彼
は
、
「
テ
ィ
ラ
ー
の
同
志
逹
の
う
ち
で
、
組
合
と
協
鋤
を
求
め
た
唯
一
の
人
で
あ
っ
た
し
、
組
織
労
鋤
者
に
対
し
て
同
情
を
示
し
た
、
科
学
的
管
理
運
動
上
唯
一
の
人
で
あ
っ
た
」
（
専
。
ハ
ー
ソ
ソ
(
H
a
r
l
o
w
S. 
P
e
r
s
o
n
)
に
よ
れ
ば
「
一
九
―
一
年
ま
で
は
、
科
学
的
管
理
を
め
ぐ
る
労
沢
の
紛
争
は
起
ら
な
か
っ
た
」
(g)
と
い
わ
れ
、
一
般
に
も
そ
の
よ
う
に
信
じ
ら
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
む
し
ろ
、
科
学
的
狩
理
の
下
で
は
決
し
て
ス
ト
ラ
イ
キ
は
行
わ
れ
て
い
な
い
」
と
い
う
テ
ィ
ラ
ー
の
執
拗
な
声
明
と
、
何
と
し
て
も
、
「
こ
の
ツ
ス
テ
ム
に
対
科
学
的
管
理
の
生
成
と
発
展
（
謀
堂
）
さ
て
テ
ィ
ラ
ー
ツ
ス
テ
ム
を
最
初
に
採
用
し
た
政
府
事
菜
は
海
軍
で
あ
と
い
う
名
称
は
一
九
一
0
年
始
め
に
涌
用
し
た
）
を
欠
い
て
い
た
こ
と
が
、
組
織
労
鋤
者
の
反
対
を
追
く
こ
と
を
き
わ
め
て
困
難
と
し
た
」
(g)
わ
け
で
、
い
わ
ぱ
皮
相
な
認
識
に
す
ぎ
な
い
。
事
実
、
テ
ィ
ラ
ー
の
凋
係
し
た
あ
ら
ゆ
る
工
場
か
ら
、
組
合
加
盟
労
倣
者
は
立
退
い
た
し
、
エ
マ
ー
ソ
ソ
式
方
法
（
間
接
的
に
は
テ
ィ
ラ
ー
式
方
法
）
は
そ
n
e
r
i
c
a
n
L
o
c
o
m
o
t
i
v
e
 
C
o
m
p
a
n
y
で
ス
ト
ラ
イ
キ
を
助
長
し
、
若
千
の
海
軍
・
エ
該
(
n
a
v
y
y
a
r
d
)
や
晦
軍
兵
器
廠
(arsenal)
で
は
、
テ
ィ
ラ
ー
式
方
法
へ
の
反
対
が
表
明
さ
れ
た
。
こ
う
し
た
組
合
の
浪
度
は
、
特
に
プ
レ
ミ
ア
ム
お
よ
び
ボ
ー
ナ
ス
制
度
を
め
ぐ
っ
て
批
判
的
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
一
九
―
―
年
以
前
に
は
、
強
力
な
組
合
の
存
す
る
工
場
で
、
テ
ィ
ラ
ー
ツ
ス
テ
ム
な
い
し
そ
の
類
似
制
度
が
採
用
さ
れ
た
の
は
、
陸
軍
兵
器
蔽
(
U
n
i
t
e
d
S
t
a
t
e
s
 A
r
m
y
 arsenals)
を
除
い
て
ほ
ん
の
一
例
に
す
ぎ
な
か
っ
た
芦
）
。
っ
た
が
、
そ
れ
ら
は
一
九
0
六
年
以
来
テ
ィ
ラ
ー
の
伯
奉
者
エ
ヴ
ァ
ソ
ス
技
師
(
N
a
v
a
l
C
o
n
s
t
r
u
c
t
o
r
 H
o
l
d
e
n
 A
.
 E
v
a
n
s
)
や
グ
ッ
ド
リ
ッ
チ
大
将
(
A
d
m
i
r
a
l
C
a
s
p
e
r
 F. G
o
o
d
r
i
c
h
)
ら
の
努
力
と
、
ハ
サ
ウ
エ
イ
や
バ
ー
ス
ら
に
よ
る
実
地
指
迎
に
負
う
も
の
で
あ
っ
た
。
し
か
も
テ
ィ
ラ
ー
自
身
は
「
政
府
施
設
(
G
o
v
e
r
m
e
n
t
shops)
に
は
ス
ト
の
危
険
ほ
八
四
85 
科
学
的
管
理
の
生
成
と
発
展
（
福
堂
）
「
科
学
的
管
理
」
運
動
の
放
極
化
と
組
合
の
活
発
な
敵
対
期
何
も
な
い
」
(30
マ
と
確
信
し
こ
の
シ
ス
テ
ム
の
採
用
の
実
現
に
特
に
熱
心
と
な
っ
て
、
こ
の
分
野
に
稜
極
的
な
関
心
を
示
し
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
管
理
者
側
か
ら
示
さ
れ
た
不
安
な
い
し
疑
義
に
対
し
て
、
テ
ィ
ラ
ー
は
「
強
大
な
ア
メ
リ
カ
の
ド
ル
は
、
労
務
者
の
ク
イ
ム
ス
ク
デ
イ
に
対
す
る
ど
の
よ
う
な
敵
対
を
も
鋲
圧
す
る
だ
ろ
う
。
と
い
う
の
は
、
如
何
な
る
反
対
も
『
ク
イ
ム
ス
ク
デ
イ
が
自
分
逹
に
莉
箕
金
を
も
た
ら
す
と
気
付
け
ば
』
止
む
か
ら
で
あ
る
」
（
立
）
と
断
言
し
て
い
た
。
や
が
て
一
九
0
九
年
に
は
、
ウ
ォ
ー
ク
ー
ク
ウ
ン
兵
器
散
(
W
a
t
e
r
t
o
w
n
A
r
s
e
n
a
l
}
に
も
テ
ィ
ラ
ー
シ
ス
テ
ム
採
用
の
機
が
熟
し
た
。
一
九
一
0
年
を
ま
た
ず
し
て
、
科
学
的
管
理
は
か
な
り
普
及
を
示
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
ま
こ
と
に
、
ニ
十
批
紀
の
最
初
の
十
年
は
テ
ィ
ラ
ー
と
そ
の
協
力
者
た
ち
に
と
っ
て
一
般
に
成
功
的
で
、
き
わ
め
て
満
足
す
べ
き
足
取
り
を
辿
っ
た
。
「
し
か
し
な
が
ら
、
＾
科
学
的
管
理
＞
は
い
ま
だ
に
、
そ
の
正
式
の
名
称
を
与
え
ら
れ
て
は
い
な
か
っ
た
し
、
よ
り
多
く
の
一
般
的
注
目
も
受
け
て
は
い
な
か
っ
た
。
そ
れ
ら
は
ま
さ
に
東
部
鉄
道
賃
率
事
件
(
E
a
s
t
e
r
n
R
a
t
e
 
C
a
s
e
)
と
プ
ラ
ソ
デ
ィ
ス
(
L
o
u
i
s
D. B
r
a
n
d
e
i
s
)
に
よ
っ
て
、
一
九
一
0
年
に
与
え
ら
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
の
で
あ
る
」
（
繹
）
。
八
五
一
九
一
0
年
は
、
科
学
的
管
理
蓮
動
の
歴
史
の
上
で
注
目
す
ぺ
き
出
来
事
を
含
ん
で
い
た
。
す
な
わ
ち
東
部
鉄
道
賃
率
事
件
(
E
a
s
t
e
r
n
R
a
t
e
 
C
a
s
e
)
と
プ
ラ
ソ
デ
イ
ス
弁
膜
士
(
L
o
u
i
s
D. B
r
a
n
d
e
i
s
)
の
証
言
が
さ
て
査
問
会
で
の
き
わ
め
て
劇
的
な
証
言
は
、
そ
れ
で
あ
る
。
一
九
一
〇
笠
脊
東
部
の
諸
鉄
道
会
社
は
、
従
業
員
に
対
す
る
炊
金
引
上
の
瓦
付
け
と
し
て
、
州
際
商
業
委
員
会
(Interstate
C
o
m
m
e
r
c
e
 C
o
m
m
-
ission)
に
対
し
、
運
使
値
上
の
申
繭
を
行
っ
た
。
こ
れ
に
対
し
て
。
利
用
者
側
で
あ
る
東
部
の
運
送
業
者
た
ち
は
プ
ラ
ン
デ
ィ
ス
以
下
数
人
の
顧
問
弁
殴
士
を
た
て
て
法
廷
闘
争
に
入
っ
た
。
プ
ラ
ソ
デ
ィ
ス
は
鉄
逍
公
社
は
運
牧
値
上
以
外
の
方
法
で
も
利
益
を
推
持
し
う
る
と
主
張
し
て
、
そ
の
論
拠
に
、
い
わ
ゆ
る
科
学
的
管
理
法
の
採
用
の
効
果
を
述
ぺ
た
。
（
紐
）
従
来
、
テ
ィ
ラ
ー
の
方
式
化
し
た
「
近
代
的
管
理
法
」
に
つ
い
て
何
等
の
一
般
的
名
称
も
付
け
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
。
プ
ラ
ソ
デ
ィ
ス
は
法
廷
で
の
証
言
に
あ
た
っ
て
、
そ
う
し
た
も
の
に
対
す
る
澗
害
の
必
要
を
感
じ
、
ガ
ソ
ト
、
ギ
ル
プ
レ
ス
等
の
寿
門
家
と
協
議
の
結
果
、
「
最
も
適
切
な
呼
び
名
」
(the
likeliest 
e
a
r
 ,
 
a
n
d
 ,
 
e
a
r
 catcher)
と
し
て
A
3
科
学
的
杵
I
理
＞
（
Scientific
m
a
n
a
g
e
m
e
n
t
)
な
る
語
を
提
起
し
た
の
で
あ
る
。
こ
こ
に
初
め
て
、
こ
の
名
称
が
公
式
に
承
認
さ
れ
た
（
繹
）
。
「
科
学
的
管
理
」
の
採
用
に
よ
っ
て
可
能
と
な
る
と
い
う
、
い
わ
ゆ
る
「
一
日
一
0
0万
ド
ル
」
(million-dollars-a ,
 
d
a
y
)
節
約
説
0
5
)
で
あ
っ
た
が
、
こ
れ
に
関
し
86 
を
立
証
し
よ
う
と
衣
図
し
て
、
い
わ
ゆ
る
「
管
理
の
四
原
則
」
を
明
ら
か
科
学
的
管
理
の
生
成
と
発
展
（
科
堂
）
て
、
ブ
ラ
ソ
デ
ィ
ス
が
エ
マ
ー
ソ
ソ
を
証
人
と
し
て
、
こ
の
考
え
を
進
め
た
こ
と
は
、
彼
が
テ
ィ
ラ
ー
の
（
そ
し
て
科
学
的
t
山
理
の
）
蚊
も
重
大
な
ラ
イ
バ
ル
で
あ
っ
た
だ
け
に
興
味
深
い
こ
と
で
あ
っ
た
。
し
か
し
な
が
ら
鉄
道
菜
者
た
ち
は
終
姶
こ
の
提
案
を
「
根
拠
の
な
い
、
拶
想
家
の
妄
想
で
あ
る
」
と
頑
強
に
反
対
し
つ
づ
け
た
。
し
か
も
、
鉄
道
労
鋤
組
合
の
側
も
、
も
し
委
員
会
が
運
賃
値
上
を
却
下
す
れ
ば
当
然
組
合
員
の
賃
上
げ
は
取
消
さ
れ
る
と
考
え
て
い
た
こ
と
と
、
つ
と
に
科
学
的
符
理
に
対
し
て
、
そ
れ
が
反
組
合
的
で
ス
ビ
ー
ド
ア
ッ
プ
を
助
長
す
る
も
の
だ
と
信
じ
て
い
た
か
ら
、
鉄
道
会
社
と
歩
潤
を
合
わ
せ
て
い
た
（
立
）
。
だ
が
そ
の
甲
斐
も
な
く
翌
年
二
月
に
、
委
員
会
は
迎
賃
値
上
を
却
下
す
る
結
果
と
な
っ
た
。
こ
の
事
件
を
契
機
に
、
科
学
的
管
理
を
め
ぐ
る
多
く
の
記
事
と
論
文
は
、
新
聞
・
雑
誌
を
に
ぎ
わ
し
、
そ
の
人
気
は
次
第
に
甚
ま
っ
て
い
っ
た
が
、
他
方
で
は
エ
マ
ー
ソ
ソ
の
後
継
者
た
ち
ゃ
鉄
道
業
者
な
ら
び
に
労
鋤
組
合
か
ら
の
攻
撃
を
も
受
け
た
。
だ
が
こ
の
間
に
、
ギ
ル
ブ
レ
ス
は
テ
ィ
ラ
ー
に
対
し
て
、
A
管
理
の
法
則
＞
に
隣
す
る
彼
の
論
稲
の
漿
理
を
勧
め
、
こ
れ
が
一
九
―
一
年
に
『
科
学
的
管
理
の
賭
原
理
』
(
T
h
e
Principles 
of 
Scientific 
M
a
n
a
g
e
m
e
n
t
)
の
直
題
で
出
版
さ
れ
た
。
テ
ィ
ラ
ー
は
こ
の
中
で
、
「
最
密
の
管
理
が
真
の
科
学
で
あ
る
」
こ
と
に
し
た
の
は
知
ら
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
こ
の
坦
合
、
テ
ィ
ラ
ー
が
特
に
念
頭
に
描
い
て
い
た
も
の
は
、
右
の
よ
う
な
t3
瑶
の
哲
学
が
、
新
ら
し
い
管
理
技
術
の
底
を
つ
ら
ぬ
く
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
と
、
そ
れ
は
、
「
労
謗
者
と
管
理
者
の
問
の
、
彼
等
の
相
互
の
義
務
に
対
す
る
態
度
に
お
け
る
『
籾
神
革
命
』
(
m
g
gl
 revol g
 ion)
か
ら
も
た
ら
さ
れ
る
『
密
接
、
親
密
な
人
間
的
協
力
』
で
あ
る
」
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
（
四
）
。
な
お
こ
の
年
に
は
相
前
後
し
て
ガ
ソ
ト
、
ニ
マ
ー
ソ
ツ
、
ギ
ル
ブ
レ
ス
の
業
釘
が
発
表
さ
れ
た
こ
と
も
行
理
の
歴
史
上
窯
義
深
い
こ
と
で
あ
っ
•JO 
↑
 
ガ
ソ
ト
の
『
作
業
・
賃
金
及
び
利
四
』
(work,
W
a
g
e
s
,
 a
n
d
 Profits) 
は
、
と
り
わ
け
、
労
務
者
の
産
菜
訓
練
を
強
図
す
る
も
の
で
、
こ
れ
は
第
一
次
大
戦
中
、
軍
困
作
業
に
お
け
る
不
熟
練
工
訓
練
の
必
要
に
と
っ
て
、
大
き
な
意
裟
を
示
し
た
。
エ
マ
ー
ソ
ソ
の
『
能
率
の
十
二
原
則
』
(Twelve
Priniepl g
 
of Efficiency)~ 
管
理
へ
の
哲
学
的
ブ
ロ
ー
チ
を
「
明
確
に
定
め
ら
れ
た
理
想
」
「
狂
き
常
識
」
「
充
分
な
相
談
」
「
公
正
な
処
区
」
等
、
十
二
の
原
間
に
よ
っ
て
提
起
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
ま
た
ギ
ル
ブ
レ
ス
の
r
曲
作
研
究
』
(Moti
onstudy)
は
、
労
務
者
の
曲
作
研
究
に
つ
い
て
の
基
礎
概
念
を
明
に
し
た
。
匹）
さ
て
こ
う
し
た
文
害
に
よ
っ
て
、
広
汎
な
注
意
が
ひ
き
つ
け
ら
れ
た
一
方
で
は
、
管
理
の
側
と
労
鋤
組
合
側
の
繭
論
も
活
発
化
し
た
。
と
り
わ
け
八
六
87 
(Taylor Society)
と
改
名
さ
れ
た
が
、
現
在
の
「
管
理
振
興
協
会
」
(Society for 
the A
d
v
a
n
c
e
m
e
n
t
 of 
M
a
n
a
g
e
m
e
n
t
)
 
科
学
的
管
理
の
生
成
と
発
展
（
苅
堂
）
M
a
n
a
g
e
m
e
n
t
)
が
そ
れ
で
あ
る
。
A
.
F
.
L
副
会
長
ダ
ソ
カ
ソ
(
J
a
m
e
s
D
u
n
c
a
n
)
 
t!
、
科
学
的
管
理
に
対
し
て
「
そ
れ
は
団
体
交
渉
を
否
認
す
る
か
ら
、
『
産
業
奴
隷
制
』
(industrial 
slavery)
へ
の
手
段
で
あ
る
」
（
四
）
と
非
難
し
た
。
こ
の
よ
う
な
中
で
、
A
.
s
.
M
.
E
は
「
産
業
管
理
技
術
の
現
状
」
に
関
す
る
報
告
を
作
成
す
る
た
め
の
経
営
補
助
委
員
会
(
S
u
b
,
 
C
o
m
m
i
t
t
e
e
 o
n
 
Administration)
を
準
備
し
た
が
、
こ
の
委
員
会
の
意
見
は
、
科
学
的
管
理
に
対
し
、
そ
れ
が
、
産
業
諸
問
題
の
処
理
と
解
決
の
た
め
の
最
上
の
手
段
で
あ
る
と
強
い
讃
意
を
示
し
た
「
多
数
派
」
と
、
こ
の
方
法
は
、
産
莱
害
悪
の
救
済
に
と
っ
て
何
ら
の
万
能
薬
で
も
な
い
と
し
て
前
者
の
主
張
を
否
認
し
た
「
小
数
派
」
に
分
れ
て
い
た
（
四
ー
痒
）
。
し
か
し
何
れ
に
し
て
も
、
東
部
鉄
道
賃
率
事
件
い
ら
い
、
科
学
的
管
理
に
示
さ
れ
た
一
般
の
関
心
の
異
常
な
高
ま
り
と
、
更
に
直
接
的
に
は
先
の
「
多
数
派
」
論
文
に
示
さ
れ
た
広
い
讃
慈
に
刺
戟
さ
れ
て
、
テ
ィ
ラ
ー
派
の
人
々
に
よ
り
、
彼
等
の
理
想
や
実
践
の
報
告
を
永
続
的
に
発
表
し
う
る
公
式
の
機
関
が
成
立
さ
れ
る
結
果
と
な
っ
た
。
．
一
九
―
一
年
に
創
設
さ
れ
た
「
管
理
科
学
促
進
協
会
」
(Society
for 
the P
r
o
m
o
t
i
o
n
 of 
the 
Science 
of 
の
前
身
J
れ
は
後
に
「
テ
ィ
ラ
ー
協
会
」
八
七
を
な
す
も
の
で
あ
っ
た
。
と
こ
ろ
で
一
九
一
0
年
以
来
、
テ
ィ
ラ
ー
ツ
ス
テ
ム
の
産
業
へ
の
現
実
の
滲
透
と
い
う
事
実
は
、
大
衆
一
般
、
労
働
組
合
、
企
業
指
迎
者
な
ら
び
に
連
邦
政
府
に
そ
の
普
及
に
つ
い
て
の
異
常
な
醐
心
を
呼
び
起
し
た
の
で
あ
る
が
、
中
で
も
労
働
組
合
の
批
判
な
い
し
挑
戦
力
(challenging
force)
の
高
ま
り
は
、
よ
う
や
く
そ
の
勢
力
を
拡
大
し
つ
つ
あ
っ
た
。
ま
こ
と
に
ア
ル
ス
ク
イ
ン
(David
V
a
n
 Alstyne)
が
の
ぺ
た
よ
う
に
「
科
学
的
管
理
者
に
と
っ
て
は
、
科
学
的
管
理
が
労
鋤
組
合
に
も
利
益
を
も
た
ら
す
も
の
で
あ
る
こ
と
を
、
組
合
に
納
得
さ
せ
る
以
上
の
大
き
な
問
題
は
な
い
筈
で
あ
る
」
(m)
と
い
う
こ
と
が
今
や
表
面
化
し
た
の
で
あ
る。
ほ
ん
ら
い
テ
ィ
ラ
ー
に
と
っ
て
、
組
合
と
団
体
交
渉
は
『
干
渉
』
を
意
味
す
る
と
い
う
こ
と
が
、
組
織
労
鋤
者
に
対
す
る
不
信
の
根
本
的
理
由
で
あ
っ
た
（
暉
）
。
す
な
わ
ち
テ
ィ
ラ
ー
は
、
「
自
分
の
管
理
制
度
は
作
業
と
生
産
を
支
配
す
る
自
然
法
則
を
あ
き
ら
か
に
し
た
」
す
る
方
法
を
採
る
こ
と
」
で
あ
っ
た
。
し
た
が
っ
て
「
労
務
者
の
役
割
は
こ
れ
に
較
べ
れ
ば
単
純
で
、
単
に
実
験
の
た
め
の
問
題
を
与
え
、
技
師
の
決
定
し
適
用
す
る
う
え
に
必
要
な
統
計
衰
料
を
掴
む
技
術
を
正
し
く
利
用
た
9
管
理
者
の
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
は
、
「
管
理
の
A
法
則
＞
を
と
信
じ
て
い
88 
科
学
的
管
理
の
生
成
と
発
展
（
高
堂
）
決
定
を
堅
く
守
る
こ
と
、
い
い
か
え
れ
ば
『
自
然
法
則
』
に
則
る
こ
と
」
に
つ
き
る
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
れ
は
、
「
A
科
学
的
事
実
＞
に
つ
い
て
交
渉
す
る
こ
と
な
ど
全
く
不
可
能
で
あ
っ
た
」
こ
と
を
念
味
し
た
。
こ
の
よ
う
に
し
て
テ
ィ
ラ
ー
は
、
自
分
の
計
画
は
組
織
労
鋤
者
の
反
対
の
増
大
を
恐
れ
な
い
と
確
信
し
、
彼
等
の
妨
宵
を
も
の
と
も
し
な
か
っ
た
が
、
一
九
―
一
年
初
め
に
、
組
織
労
鋤
者
は
テ
ィ
ラ
ー
の
主
張
を
反
撃
す
る
運
動
に
の
り
出
し
た
。
あ
た
か
も
「
管
理
の
科
学
」
の
一
般
的
喝
采
の
あ
げ
潮
に
応
え
る
か
の
よ
う
に
、
一
九
―
一
年
初
頭
A
.
F
•
L
執
行
委
員
会
は
rブ
レ
ミ
ア
ム
及
び
ボ
ー
ナ
ス
制
度
」
が
、
労
働
者
の
安
全
上
、
必
要
な
限
度
以
上
に
駆
使
す
る
よ
う
に
計
画
さ
れ
、
災
害
の
増
加
と
健
康
を
破
城
す
る
理
由
で
、
こ
の
制
度
を
攻
撃
す
る
決
議
を
採
択
し
た
。
A
.
F
.
L
は
、
こ
の
決
瞼
は
、
こ
の
新
ら
し
い
運
動
を
う
ち
ま
か
す
こ
と
は
な
い
と
し
て
も
、
そ
の
発
展
は
阻
止
し
う
る
と
考
え
て
傘
上
の
組
合
に
「
ス
ピ
ー
ド
シ
ス
テ
ム
の
拡
張
」
に
対
す
る
闘
争
を
指
令
し
た
。
A
.
F
.
L
の
ゴ
ソ
バ
ー
ス
(
S
a
m
u
e
l
G
o
m
p
e
r
s
)
は
、
労
務
者
を
＾
機
械
化
＞
す
る
一
連
の
試
み
を
汰
の
よ
う
に
し
ん
ら
つ
に
罵
っ
た
。
「
諸
君
ら
炊
金
労
慟
者
一
般
は
単
に
産
業
上
考
感
さ
れ
た
機
械
に
す
ぎ
な
い
の
だ
。
…
…
諸
君
の
機
械
と
し
て
の
北
さ
や
巾
や
厚
さ
ば
か
り
か
、
堅
さ
や
頃
応
性
や
、
柔
順
さ
や
一
般
的
徳
用
性
ま
で
が
確
か
め
ら
れ
、
望
む
ま
ま
に
利
用
さ
れ
る
の
だ
。
だ
か
ら
科
学
は
、
諸
君
が
屑
の
山
租
み
に
さ
れ
る
ま
で
、
諸
君
か
ら
し
ぽ
り
と
る
の
だ
」
と
（
四
わ
け
て
も
ク
ラ
フ
ト
マ
ン
の
利
害
を
代
表
し
た
A
F
L
の
指
迎
者
に
と
っ
て
の
脅
威
は
、
テ
ィ
ラ
ー
シ
ス
テ
ム
が
「
ク
ラ
フ
ト
組
織
と
ク
ラ
フ
ト
独
International 
Association of 
占
を
破
壊
し
よ
う
と
形
成
さ
れ
た
武
器
と
考
え
ら
れ
た
」
こ
と
で
あ
る
。
ほ
ん
ら
い
ク
ラ
フ
ト
マ
ソ
は
彼
等
の
技
能
を
独
占
的
に
維
持
し
て
み
ず
か
ら
特
権
的
地
位
を
築
い
て
き
た
が
、
あ
た
か
も
テ
ィ
ラ
ー
の
計
画
室
と
戦
能
的
職
長
制
は
こ
の
A
ク
ラ
フ
ト
＞
の
秘
密
を
吾
か
す
も
の
で
あ
っ
た
。
事
実
テ
ィ
ラ
ー
派
に
と
っ
て
は
、
「
彼
等
の
蒐
集
し
た
全
て
の
知
識
に
よ
っ
て
未
熟
練
労
鋤
者
を
訓
練
し
、
ク
ラ
フ
ト
マ
ソ
と
競
争
さ
せ
る
こ
と
は
飾
単
で
あ
っ
た
」
。
だ
か
ら
ゴ
ン
。
＾
ー
ス
に
は
、
「
A
テ
ィ
ラ
ー
シ
ス
テ
ム
＞
に
対
す
る
闘
争
は
組
合
主
義
保
存
の
た
め
の
も
の
で
あ
っ
た
」
（
国
）
。
怠
栗
(soldiering)
に
つ
い
て
の
テ
ィ
ラ
ー
の
非
難
に
対
し
て
、
ゴ
ン
パ
ー
ス
は
テ
ィ
ラ
ー
の
方
法
が
古
い
強
制
作
業
(force,
 
w
o
r
k
)
、
緑
印
面
藝
督
、
苦
汗
制
度
(sweating)
の
焼
直
し
以
外
の
何
も
の
で
も
な
い
と
、
強
力
に
労
鋤
者
を
弁
殴
し
た
。
そ
し
て
ミ
ッ
ド
ヴ
ェ
ー
ル
の
A
産
業
居
殺
揚
＞
で
訓
練
を
受
け
た
も
の
が
＾
非
人
問
的
＞
管
理
制
疫
を
つ
く
っ
た
の
は
、
ま
さ
に
当
然
な
の
だ
と
指
摘
し
た
（
四
゜
だ
が
ゴ
ソ
。
＾
ー
ス
は
そ
の
後
こ
の
問
題
に
つ
い
て
、
更
に
進
ん
だ
発
言
も
研
究
も
行
わ
な
か
っ
た
。
し
か
も
一
部
の
新
岡
・
維
誌
は
ギ
ル
プ
レ
ス
が
製
紙
工
場
で
試
み
た
能
率
制
度
を
弁
臨
し
て
、
組
合
の
ス
ト
ラ
イ
キ
を
頭
く
非
雉
す
る
論
説
を
掲
げ
た
の
で
あ
る
が
、
鋳
物
工
組
合
U
n
i
o
n
)
と
国
際
機
械
工
組
合
八
八
(
M
o
l
d
e
r
s
 
M
a
c
h
i
n
i
s
t
)
は
テ
ィ
ラ
ー
シ
ス
テ
ム
に
反
対
し
て
敢
然
と
立
上
っ
た
の
89 
科
学
的
管
理
の
生
成
と
発
展
令
回
堂
）
で
あ
る
。
ち
な
み
に
ロ
ッ
ク
ア
イ
ラ
ソ
ド
兵
器
廠
の
機
械
工
組
合
が
、
テ
ィ
ラ
ー
ツ
ス
テ
ム
の
拡
張
を
企
画
し
た
陸
軍
省
プ
ラ
ン
に
反
対
し
た
の
は
、
科
学
的
管
理
に
対
す
る
組
合
の
態
度
の
最
初
に
し
て
完
全
な
声
明
で
あ
っ
た
。
一
九
一
機
械
工
組
合
は
「
過
激
な
方
策
を
具
体
化
し
、
非
民
主
的
原
理
を
唱
え
る
」
こ
の
制
度
の
採
用
に
組
し
得
な
い
。
す
な
わ
ち
過
度
労
働
、
奴
隷
化
、
熟
練
労
働
者
の
排
除
「
最
大
限
の
能
率
を
発
揮
し
得
な
い
A
普
通
の
労
働
者
＞
の
排
除
か
ら
生
ず
る
恐
る
ぺ
き
失
業
問
題
」
、
労
働
者
の
労
働
条
件
決
定
へ
の
発
言
権5
 
否
認
、
ス
ト
ッ
ブ
ウ
オ
ッ
チ
の
非
人
間
的
不
正
的
使
用
が
そ
れ
で
あ
る
。
巨
56) 
E
 
ー
こ
の
よ
う
に
、
テ
ィ
ラ
ー
シ
ス
テ
ム
と
組
織
労
働
者
が
対
決
せ
ら
れ
た
の
は
、
海
軍
工
廠
と
陸
軍
兵
器
廠
で
あ
っ
た
か
ら
、
当
時
の
組
合
運
動
の
主
要
目
標
は
政
府
施
設
に
向
け
ら
れ
て
い
た
。
こ
う
し
た
組
合
の
動
き
は
ロ
ッ
ク
ア
イ
ラ
ソ
ド
事
件
以
来
深
刻
化
し
て
遂
に
議
会
を
動
か
し
、
聴
問
会
の
開
催
に
ま
で
発
展
し
た
。
と
こ
ろ
が
そ
の
後
も
、
ウ
オ
ク
ー
ク
ウ
ン
で
は
依
然
と
し
て
こ
の
制
度
が
継
続
さ
れ
、
加
う
る
に
鋳
造
工
場
で
ク
イ
ム
ス
ク
ー
デ
ィ
が
試
み
ら
れ
る
に
及
ん
で
、
鋳
物
工
組
合
は
ス
ト
ラ
イ
キ
に
突
入
し
、
再
び
議
会
に
対
す
る
組
合
の
圧
力
が
加
え
ら
れ
た
。
か
く
て
、
政
府
事
業
に
お
け
る
『
テ
ィ
ラ
ー
シ
ス
テ
ム
そ
の
他
の
管
理
制
度
』
を
調
査
し
、
そ
の
労
使
に
及
ぽ
す
影
唇
及
び
こ
の
制
度
の
設
匠
の
結
果
を
理
解
す
る
た
め
の
査
料
を
掴
む
た
め
、
議
会
の
決
議
に
基
い
て
、
こ。t
 
八
九
難
を
防
ぐ
手
段
と
し
て
そ
の
A
精
神
革
命
＞
論
を
強
調
し
た
も
の
で
あ
っ
あ
っ
た
が
、
そ
れ
は
彼
の
一
貫
し
た
信
念
を
徹
底
し
、
科
学
的
管
理
の
非
一
年
十
月
か
ら
翌
十
二
年
二
月
に
か
け
て
聴
問
会
が
開
か
れ
た
。
こ
の
聴
問
会
は
、
当
時
ま
で
の
科
学
的
管
理
の
歴
史
に
関
す
る
最
高
の
公
式
記
述
を
出
し
た
と
同
時
に
、
テ
ィ
ラ
ー
ツ
ス
テ
ム
に
対
す
る
組
織
労
働
者
の
反
対
の
最
も
明
瞭
な
表
明
を
準
備
し
た
。
鋳
物
工
組
合
の
オ
ー
リ
ア
リ
ー
会
長
は
、
労
働
組
合
の
反
対
が
あ
る
の
は
「
労
務
者
が
一
定
出
来
高
の
価
格
の
決
定
に
何
ら
の
発
言
も
有
し
な
い
処
で
あ
る
」
．
と
端
的
に
述
ぺ
て
い
る
。
そ
し
て
彼
は
、
不
熟
練
な
い
し
半
熟
練
労
務
者
を
、
ク
ラ
フ
ト
マ
ン
の
仕
事
を
行
う
よ
う
に
訓
練
す
る
「
技
術
」
こ
そA
•
F・
L
の
殆
ん
ど
の
組
合
に
対
す
る
重
大
な
脅
威
で
あ
る
と
見
た
の
で
あ
る
。
（
紐
ー
紐
）
ま
た
ウ
ォ
ー
ク
ー
ク
ウ
ン
の
一
労
働
者
は
ス
ト
ッ
ブ
ウ
ォ
ッ
チ
の
屈
局
に
つ
い
て
「
時
間
が
ど
れ
ほ
ど
か
か
る
か
を
発
見
す
る
こ
と
に
は
反
対
し
な
い
が
、
恰
も
自
分
達
が
競
争
馬
や
自
動
車
で
あ
る
か
の
よ
う
に
、
自
分
達
の
前
に
立
ち
ふ
さ
が
る
こ
と
に
反
対
す
る
の
だ
」
と
述
ぺ
て
い
る
。
一
邸
）
こ
れ
に
対
し
て
テ
ィ
ラ
ー
の
行
っ
た
証
言
は
、
き
わ
め
て
重
要
な
も
の
で
こ
の
点
に
関
す
る
彼
の
供
述
は
こ
う
で
あ
る
。
「
…
…
科
学
的
管
理
は
そ
の
本
質
上
、
特
定
の
産
業
施
設
に
屈
わ
れ
る
労
務
者
の
側
に
完
全
な
梢
神
革
命
を
伴
う
。
こ
れ
は
労
務
者
の
、
仕
事
や
、
仲
間
や
、
罵
主
に
対
す
る
自
分
の
義
務
に
つ
い
て
の
完
全
な
革
命
で
あ
る
。
同
時
に
そ
れ
は
管
理
側
の
職
長
、
監
抒
者
、
90 
会
に
お
い
て
テ
ィ
ラ
ー
ツ
ス
テ
ム
攻
撃
の
決
議
を
採
択
し
た
け
れ
ど
も
、
科
学
的
管
理
の
生
成
と
発
展
（
店
堂
）
事
業
所
有
者
、
取
締
役
会
、
の
同
じ
管
理
側
の
仲
間
や
、
労
務
者
や
、
日
常
の
諸
問
題
に
対
す
る
自
分
の
義
務
に
つ
い
て
の
完
全
な
鞘
神
革
命
を
伴
う
も
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
両
者
側
の
完
全
な
梢
神
革
命
な
く
し
て
、
科
学
的
行
理
は
あ
り
え
な
い
。
」
（
泣
）
こ
の
よ
う
に
テ
ィ
ラ
ー
は
彼
の
管
理
制
度
を
弁
悪
す
る
に
際
し
て
、
そ
の
機
構
的
要
素
(
m
e
c
h
a
n
i
c
a
l
factors)
か
ら
社
会
的
心
理
的
要
素
(S8 ial 
a
n
d
 p
s
yc
hological factors)~ 
切
h
4臨
し
、
と
く
に
絡
{
者
を
強
く
主
張
し
た
こ
と
は
、
彼
の
究
極
の
拠
り
ど
こ
ろ
に
既
に
組
合
を
納
得
さ
せ
得
な
い
も
の
が
潜
ん
で
い
た
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
ろ
う
。
た
だ
著
者
は
こ
れ
に
つ
い
て
、
更
に
度
極
的
に
は
触
れ
ら
れ
る
と
こ
ろ
が
な
か
っ
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
「
雇
用
者
の
単
な
る
精
神
的
態
度
と
い
っ
た
と
こ
ろ
で
あ
ま
り
に
も
可
変
的
か
つ
空
想
的
で
、
労
拗
者
の
物
質
的
福
祉
の
基
礎
に
は
耐
え
え
な
い
」
冠
）
と
結
論
し
た
委
員
会
報
告
こ
そ
、
か
え
っ
て
示
唆
に
富
ん
だ
も
の
と
言
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。
も
っ
と
も
一
部
か
ら
、
こ
の
よ
う
な
委
員
会
の
立
場
は
「
組
合
の
側
に
立
つ
も
の
」
と
非
難
さ
れ
た
け
れ
ど
も
、
結
局
は
何
ら
の
立
法
招
胚
も
勧
告
さ
れ
る
こ
と
な
く
見
送
ら
れ
る
結
果
と
な
っ
た
。
A
.
F
.
L
も
一
九
―
一
年
以
後
、
年
々
の
大
労
鋤
組
合
機
関
紙
で
は
、
さ
し
て
こ
の
問
題
に
注
意
も
注
が
れ
な
か
っ
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
組
織
労
曲
者
は
科
学
的
管
理
を
法
律
に
よ
っ
て
政
府
施
設
か
ら
排
除
し
よ
う
と
の
努
力
は
続
け
た
し
、
こ
う
し
た
践
会
活
動
が
、
や
が
て
民
閻
企
業
へ
の
前
例
と
し
て
役
立
つ
こ
と
を
希
湿
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
「
科
学
的
管
理
」
の
実
限
の
究
明
と
調
査
ー
批
判
か
ら
協
力
へ
の
新
ら
し
い
き
ざ
し
ー
ー
＇
さ
て
一
九
―
一
年
に
活
気
を
帯
び
た
科
学
的
管
理
対
労
磯
組
合
の
論
戦
も
、
そ
の
後
一
時
的
小
康
状
態
を
保
っ
た
の
で
あ
る
が
、
こ
の
数
年
閻
の
う
ち
に
、
科
学
的
管
理
の
民
間
企
栗
へ
の
著
し
い
普
及
が
印
さ
れ
た
。
ト
ソ
ブ
ソ
ソ
(C.B.
T
h
o
m
p
s
o
n
)
の
狂
出
に
よ
れ
ば
、
一
九
一
五
年
初
め
に
は
エ
揚
、
自
治
体
、
銀
行
、
デ
．
ハ
ー
ト
な
ど
一
四
0
の
施
設
に
苺
入
さ
れ
、
そ
の
う
ち
―
二
0
は
完
全
な
採
用
で
、
残
り
は
原
価
計
算
、
事
務
そ
の
他
の
営
業
部
門
に
適
用
さ
れ
た
。
そ
し
て
、
当
時
ま
で
、
こ
の
制
度
の
下
に
カ
ヴ
ァ
ー
さ
れ
た
労
務
者
は
六
三
0
0
0人
以
上
で
あ
っ
た
（
瑛
）
。
そ
れ
と
同
時
に
、
こ
の
時
代
を
通
じ
て
、
テ
ィ
ラ
ー
シ
ス
テ
ム
に
対
す
る
弁
談
と
批
判
の
論
争
は
、
よ
り
現
実
的
な
か
た
ち
で
展
開
さ
れ
た
こ
と
を
注
目
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
一
九
一
四
年
に
、
労
安
醐
係
委
員
会
(
U
n
i
t
e
d
 S
t
a
t
e
s
 C
o
m
m
i
s
s
i
o
n
 o
n
 Industrial 
Relations)
が
主
催
し
た
聴
問
会
の
証
言
も
そ
の
一
っ
で
あ
っ
た
。
そ
こ
で
の
証
人
は
個
個
の
組
合
員
労
鋤
者
で
は
な
く
、
「
ア
メ
リ
カ
の
労
曲
組
合
の
有
力
な
指
磁
者
連
」
で
あ
っ
た
が
、
こ
の
証
言
は
、
著
者
に
よ
れ
ば
組
合
側
の
隙
皮
の
重
要
な
変
化
を
示
す
も
の
で
あ
っ
た
。
た
と
え
ば
委
瓜
の
一
人
で
あ
っ
四
九
〇
91 
ー
ソ
ン
・
グ
ル
ー
プ
の
能
率
技
師
チ
ッ
プ
マ
ソ
(
M
i
n
e
r
C
h
i
p
m
a
n
)
 
を
雁
い
入
れ
た
こ
と
は
、
「
科
学
的
管
理
の
歴
史
上
、
こ
の
科
学
の
代
表
者
が
労
働
組
合
の
依
頼
を
う
け
て
、
労
鋤
者
の
雇
傭
条
件
を
調
査
」
（
暉
）
科
学
的
管
理
の
生
成
と
発
展
（
高
堂
）
長
官
宛
の
テ
ィ
ラ
ー
シ
ス
テ
ム
に
関
す
る
陳
箭
害
作
成
の
た
め
に
、
ユ
マ
さ
て
こ
う
し
た
中
で
、
ウ
ォ
ー
ク
ー
ク
ウ
ン
兵
器
廠
労
鋤
者
が
、
陸
軍
た
A
.
F
.
L
苔
記
長
レ
ノ
ン
(
J
o
h
n
B. 
L
e
n
n
o
n
)
~
、
「
若
し
経
営
の
側
か
ら
組
合
と
の
協
力
が
示
さ
れ
る
な
ら
、
プ
ラ
ソ
全
体
に
対
す
る
組
合
の
反
対
ほ
避
け
ら
れ
よ
う
」
Ei)と
発
首
し
て
、
組
織
労
鋤
者
の
科
学
的
管
理
に
対
す
る
新
ら
し
い
態
変
を
示
唆
し
た
。
そ
し
て
ゴ
ソ
。
＾
ー
ス
も
ま
た
こ
の
発
言
を
支
持
し
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。
、
「
も
は
や
科
学
的
管
理
は
絶
対
の
宙
悪
(an
g
 
alterable evil)
で
は
な
く
、
団
体
交
渉
に
よ
っ
て
燭
正
可
能
な
も
の
」
一
m)と
考
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
一
方
、
管
理
技
師
達
の
態
度
の
中
に
も
、
テ
ィ
ラ
ー
の
信
条
を
固
執
す
る
正
統
派
と
は
別
に
、
ア
ル
ス
ク
イ
ソ
、
ブ
ラ
ソ
デ
ィ
ス
、
バ
レ
ソ
ク
イ
ソ
等
は
、
「
デ
モ
ク
ラ
ツ
ー
を
遥
し
て
、
能
率
を
達
成
す
る
」
（
痒
）
と
の
強
い
信
念
を
抱
き
つ
つ
あ
っ
た
。
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
テ
ィ
ラ
ー
は
「
ク
イ
ム
ス
ク
デ
イ
な
ど
の
全
て
の
問
題
は
、
科
学
の
問
題
で
あ
っ
て
団
体
交
渉
の
必
要
は
な
い
」
一
m)と
断
言
し
、
生
産
の
制
限
や
団
交
を
要
求
す
る
故
を
も
っ
て
依
然
と
し
て
組
合
に
反
対
し
続
け
て
い
た
の
で
あ
る
。
九
し
た
最
初
の
出
来
事
で
あ
っ
た
。
一
九
一
四
年
の
全
部
を
喪
し
て
彼
が
試
み
た
仕
事
は
、
テ
ィ
ラ
ー
シ
ス
テ
ム
に
対
す
る
労
鋤
者
の
態
度
の
調
査
を
主
と
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
チ
ッ
ブ
マ
ン
は
兵
器
諏
従
業
員
に
対
し
て
一
一
＿
四
二
通
の
質
問
舌
を
送
っ
た
が
、
返
送
さ
れ
た
I
I
―
二
五
通
の
う
ち
、
ニ
ー
四
人
の
も
の
は
こ
の
制
度
に
反
対
し
、
好
意
を
示
し
た
の
は
一
六
通
、
意
見
な
し
が
五
通
で
あ
っ
た
。
し
か
も
こ
れ
ら
反
対
者
の
過
半
数
（
す
な
わ
ち
―
―
1
一
人
）
は
非
組
合
員
で
あ
っ
た
。
四心）
チ
ッ
ブ
マ
ソ
ほ
結
論
と
し
て
、
「
労
鋤
者
は
ク
イ
ム
ス
ク
デ
イ
と
か
プ
レ
ミ
ア
ム
・
ボ
ー
ナ
ス
制
度
そ
れ
自
体
に
反
対
す
る
も
の
で
は
な
く
、
そ
れ
ら
の
採
用
さ
れ
方
に
反
対
す
る
の
だ
」
と
信
じ
、
そ
れ
は
非
民
主
的
な
状
態
で
「
労
務
者
に
何
の
発
言
も
許
す
こ
と
な
く
、
天
下
り
式
に
押
し
つ
け
る
」
と
こ
ろ
に
彼
等
の
憤
激
を
買
っ
た
の
だ
と
考
え
て
、
「
そ
の
救
済
は
産
業
民
主
主
義
の
方
向
に
存
す
る
」
と
い
う
こ
と
を
示
唆
し
た
。
も
ち
ろ
ん
、
そ
う
だ
か
ら
と
言
っ
て
、
チ
ッ
ブ
マ
ソ
は
全
面
的
に
組
合
の
立
場
に
立
っ
て
い
た
の
で
は
な
か
っ
た
。
事
実
、
彼
が
、
後
にA
•
F
•
Lの
「
反
ス
ト
ッ
プ
ウ
ォ
ッ
チ
11
ボ
ー
ナ
ス
」
立
法
に
反
対
し
た
の
で
、
組
合
か
ら
解
任
さ
れ
て
い
る
。
著
者
は
こ
の
点
に
つ
い
て
論
及
し
て
い
な
い
が
、
そ
の
こ
と
は
二
つ
の
示
唆
を
与
え
る
で
あ
ろ
う
。
す
な
わ
ち
第
一
に
、
能
率
技
師
の
中
か
ら
こ
の
よ
う
な
批
判
が
出
た
程
、
テ
ィ
ラ
ー
・
ッ
ス
テ
ム
は
そ
の
本
質
上
、
非
民
主
的
性
格
を
有
し
て
い
た
と
い
う
こ
と
、
第
二
に
は
、
彼
の
唱
え
た
「
産
菜
民
主
主
義
」
と
現
実
の
労
働
者
の
望
ん
で
い
た
民
主
的
措
四
と
は
必
ず
し
も
同
一
の
も
92 
こ
う
し
た
中
で
、
一
九
一
四
年
春
の
聴
問
会
以
来
陸
軍
法
案
、
海
軍
法
案
へ
の
倍
正
案
は
相
次
い
で
可
決
さ
れ
、
一
九
一
五
年
三
月
に
は
最
初
の
「
反
能
率
」
規
定
の
立
法
化
を
見
た
の
で
あ
る
。
と
こ
ろ
で
、
こ
の
時
期
に
ラ
ー
は
更
に
動
揺
さ
せ
ら
れ
た
。
員
の
低
先
的
取
扱
の
必
要
が
あ
る
」
こ
と
を
主
張
す
る
に
及
ん
で
、
テ
ィ
の
で
は
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
テ
ィ
ラ
ー
は
、
こ
れ
を
ニ
マ
ー
ソ
ソ
派
が
、
テ
ィ
ラ
ー
式
管
理
を
攻
撃
す
る
た
め
に
労
働
組
合
を
利
用
し
た
も
の
だ
と
考
え
た
が
、
実
際
上
は
も
っ
と
近
く
の
彼
の
グ
ル
ー
ブ
の
内
部
か
ら
も
批
判
の
声
が
出
て
い
た
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
．
＾
レ
ン
ク
イ
ソ
が
そ
れ
で
あ
っ
た
。
「
科
学
的
管
理
の
瑯
論
は
、
経
営
者
は
労
務
者
を
個
人
と
し
て
処
理
す
ぺ
き
で
あ
る
と
い
う
教
理
の
う
ち
に
築
か
れ
て
い
た
。
…
．
．
．
．
＾
レ
ッ
ク
イ
ツ
は
今
や
ま
さ
に
反
対
の
提
案
を
し
た
の
で
あ
る
。
科
学
的
管
理
は
労
惹
者
を
グ
ル
ー
ブ
と
し
て
処
理
す
べ
き
だ
と
」
(ES)
。
彼
は
「
労
働
組
合
主
義
は
朋
瞭
な
民
主
主
義
発
展
の
一
形
態
で
あ
る
」
と
確
信
し
飯
先
的
ユ
ニ
オ
ソ
ッ
a
ッ
ブ
制
を
提
案
し
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
は
一
部
か
ら
「
組
合
へ
の
無
条
件
降
伏
の
提
案
」
だ
と
す
る
非
難
も
出
た
が
、
テ
ィ
ラ
ー
派
の
中
で
も
最
も
彼
に
つ
い
て
詳
し
い
ケ
ソ
ダ
ー
ル
Kendall)
が
、
彼
の
主
張
を
認
め
て
、
「
科
学
的
管
理
は
や
が
て
組
合
(
H
e
n
r
y
 
科
学
的
管
理
の
生
成
と
発
展
（
高
堂
）
お
け
る
他
の
大
き
な
出
来
事
は
、
労
喪
閾
係
委
且
会
が
、
科
学
的
行
理
に
脚
す
る
詳
細
か
つ
具
体
的
な
斑
料
を
擦
備
す
る
必
要
か
ら
特
別
委
且
会
を
指
名
し
て
倍
手
せ
し
め
た
実
態
調
査
（
い
わ
ゆ
る
「
＊
＇
シ
ー
調
査
」
H
o
x
i
e
 Investigation)
で
あ
っ
た
。
詳
し
く
目
へ
ば
、
労
安
脚
係
委
且
会
が
1
九
一
四
年
在
の
聴
問
会
の
後
、
実
俯
調
査
の
必
要
か
ら
ッ
カ
ゴ
大
学
教
援
ホ
ク
ツ
ー
、
工
業
顧
問
．
＾
＞
ソ
ク
イ
ソ
、
国
際
鋳
物
工
雑
誌
紺
集
長
フ
レ
イ
U
o
h
n
P. F
r
e
y
)
の
三
氏
に
そ
れ
を
委
任
し
た
。
こ
の
ホ
ク
ツ
ー
委
員
会
は
翌
一
九
一
五
年
一
月
か
ら
四
月
に
か
け
て
一
―
―
五
の
該
当
施
設
の
調
査
を
行
い
、
そ
の
報
告
田
と
し
て
「
科
学
的
管
理
と
労
励
者
」
(Scientific
M
a
n
a
g
e
m
e
n
t
 a
n
d
 
La 
gr• 
1
9
1
5
)
を
提
出
し
た
。
な
お
、
こ
の
潤
査
の
時
期
に
テ
ィ
ラ
ー
は
世
を
去
っ
た
。
一
九
一
五
年
三
月
二
十
一
日
で
あ
っ
た
。
ホ
ク
ツ
ー
調
査
の
報
告
田
は
、
択
、
訓
練
そ
の
他
こ
の
ブ
ロ
グ
ラ
の
細
目
の
利
用
上
に
は
き
わ
め
て
多
く
の
相
違
が
あ
る
こ
と
を
朋
ら
か
に
し
た
。
な
か
で
も
、
テ
ィ
ラ
ー
ツ
ス
テ
ム
の
礎
石
で
あ
る
ク
イ
ム
ス
ク
デ
イ
と
課
菜
の
設
定
に
も
っ
と
も
ほ
げ
し
い
変
化
と
欠
陥
を
指
摘
し
た
。
す
な
わ
ち
報
告
杏
は
こ
れ
を
、
「
人
岡
の
偏
見
か
ら
生
じ
が
ち
な
不
同
、
不
正
確
、
不
法
に
基
い
た
個
人
的
な
判
断
と
な
見
の
磁
み
も
の
」
8
団
）
と
批
判
し
、
そ
こ
に
は
何
ら
正
式
の
規
則
に
従
っ
た
手
ぽ
は
な
く
、
珀
に
恣
意
的
処
理
が
行
わ
れ
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
こ
と
を
示
し
た
。
職
能
式
戦
長
制
や
労
務
者
の
科
学
的
選
九
93 
時
に
は
、
結
論
と
し
て
「
科
学
的
管
理
は
そ
れ
が
最
高
に
し
て
最
適
に
用
い
ら
れ
た
と
こ
ろ
で
、
こ
の
調
査
の
結
論
に
最
も
重
要
な
影
轡
力
を
も
っ
た
の
は
、
科
学
的
管
理
の
労
働
者
に
対
す
る
社
会
経
済
的
影
菩
の
問
題
で
あ
っ
た
。
こ
れ
に
つ
い
て
報
告
害
は
、
「
伝
統
的
な
作
業
知
識
の
蒐
集
と
課
業
の
専
門
化
に
よ
っ
て
、
熟
練
職
(
c
r
a
f
t
e
m
a
n
s
h
i
p
)
と
熟
練
技
能
(craft
skill)
を
破
壊
す
る
よ
う
な
科
学
的
管
理
の
傾
向
を
、
ク
ラ
フ
ト
ユ
ニ
オ
ソ
存
続
へ
の
重
大
な
脅
威
で
あ
る
」
と
見
な
し
、
そ
の
こ
と
は
「
労
鋤
者
を
個
別
化
し
、
団
体
交
渉
を
排
除
し
て
、
相
互
の
間
の
如
何
な
る
平
等
形
式
を
も
妨
害
し
、
労
働
者
の
弱
化
と
屈
用
者
の
強
化
を
も
た
ら
す
」
窃
砂
）
こ
と
を
指
摘
し
た
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
「
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
の
不
備
」
を
つ
い
た
報
告
害
の
根
抵
に
は
、
管
理
技
師
達
の
態
度
を
「
労
働
者
の
福
祉
を
技
術
的
な
問
題
」
と
し
て
し
か
理
解
し
て
い
な
か
っ
た
点
に
正
し
く
捉
え
た
観
点
が
あ
っ
た
こ
と
は
重
要
で
あ
ろ
う
。
管
理
技
師
達
は
「
つ
ま
り
、
大
抵
の
場
合
、
労
鋤
問
題
な
る
も
の
は
、
工
場
内
の
生
席
問
題
の
一
面
と
し
て
生
起
し
、
従
っ
て
こ
れ
が
解
決
さ
れ
る
か
ぎ
り
、
労
鋤
者
の
福
祉
と
そ
の
正
当
な
要
求
も
当
然
解
決
さ
れ
る
筈
で
あ
る
」
と
考
へ
て
い
た
と
ホ
ク
シ
ー
は
考
え
た
。
さ
て
ホ
ク
シ
ー
報
告
害
は
以
上
の
よ
う
な
個
々
の
観
察
を
試
み
な
が
ら
『
其
の
生
産
機
構
』
上
の
最
高
の
発
展
を
示
し
、
実
際
に
産
業
奮
の
重
要
な
局
面
で
あ
る
」
（
碑
）
と
述
ぺ
た
に
す
ぎ
な
か
っ
た
。
そ
し
科
学
的
管
理
の
生
成
と
発
展
（
荘
堂
）
て
、
科
学
的
行
理
は
産
業
に
と
っ
て
最
も
有
益
な
も
の
で
あ
る
こ
と
を
立
証
し
た
が
、
そ
の
創
出
し
た
社
会
問
類
の
解
決
に
ほ
無
力
で
あ
る
と
し
て
、
「
産
業
民
主
主
義
の
機
会
」
の
た
め
に
努
力
す
べ
き
義
務
を
組
織
労
働
者
に
示
唆
し
た
。
テ
ィ
ラ
ー
そ
の
人
は
す
で
に
、
こ
の
報
告
害
を
見
な
い
ま
ま
批
を
去
っ
て
い
た
が
、
こ
れ
に
は
き
っ
と
不
満
で
あ
っ
た
ろ
う
。
テ
ィ
ラ
ー
派
の
人
人
、
わ
け
て
も
。
＾
ー
ソ
ソ
等
の
こ
れ
に
対
す
る
は
げ
し
い
敵
衣
も
容
易
に
理
解
さ
れ
う
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
だ
が
そ
れ
に
反
し
て
、
A
.
F
.
L
指
導
者
達
は
こ
の
結
果
に
頗
る
満
足
し
て
い
た
。
も
、
「
今
や
テ
ィ
ラ
ー
式
方
法
を
批
判
す
る
た
め
の
論
拠
と
な
る
資
料
を
手
に
し
た
」
（
函
）
と
喜
ん
だ
と
こ
ろ
に
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。
ホ
ク
シ
ー
は
だ
が
、
彼
の
当
初
の
計
画
を
更
に
進
め
る
こ
と
な
く
一
九
一
六
年
六
月
に
死
ん
だ
が
、
彼
の
残
し
た
役
割
は
ま
こ
と
に
衣
義
深
い
も
の
が
あ
っ
た
。
こ
の
こ
と
を
著
者
は
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。
ホ
ク
ツ
ー
は
管
理
制
度
の
社
会
的
欠
点
を
指
摘
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
科
学
的
管
理
前
進
の
た
め
に
偉
大
な
貢
献
を
し
た
。
彼
は
そ
う
す
る
こ
と
に
お
い
て
、
こ
の
運
動
に
、
現
実
の
実
践
と
、
研
い
理
想
の
一
そ
う
の
接
近
を
促
す
役
割
を
果
し
た
。
＊
ク
シ
ー
の
目
採
は
管
理
運
動
と
労
働
組
合
の
間
の
「
協
定
の
た
め
の
共
通
基
盤
」
を
創
り
出
す
こ
と
で
あ
っ
た
。
こ
れ
に
関
す
る
彼
の
仕
事
の
直
接
的
な
影
唇
を
跡
付
け
る
こ
と
は
困
難
で
は
あ
る
が
、
彼
が
、
労
喪
阿
グ
ル
ー
プ
の
中
に
頂
大
な
考
え
方
を
も
り
上
げ
、
．
多
く
の
結
果
を
も
た
ら
し
た
こ
と
は
九一―-．
フ
レ
イ
も
ゴ
ン
パ
ー
ス
9尋
五
経
営
と
組
合
の
協
力
期
ー
歩
み
よ
り
か
ら
協
調
ヘ
ー
科
学
的
管
理
の
生
成
と
発
展
（
高
堂
）
疑
な
い
と
こ
ろ
で
あ
る
（
暉
）
、
（
一
九
一
1=年
ま
で
）
さ
て
、
以
上
に
見
た
よ
う
な
科
学
的
管
理
と
労
拗
組
合
の
対
立
と
批
判
の
時
期
に
ひ
き
つ
づ
い
て
、
著
者
は
第
一
次
大
戦
と
そ
の
結
果
の
う
ち
に
、
阿
者
側
の
A
精
神
革
命
＞
か
ら
歩
み
よ
り
の
事
実
を
検
証
し
よ
う
と
試
み
ら
れ
る
。
そ
れ
は
第
一
次
大
戦
に
管
理
ー
組
合
協
力
の
直
接
的
契
機
を
求
め
る
、
著
者
の
論
理
の
展
開
に
重
要
な
根
拠
を
な
す
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。テ
ィ
ラ
ー
の
死
、
ホ
ク
ツ
ー
報
告
、
A
反
ス
ト
ッ
プ
ウ
オ
ッ
チ
＞
立
法
が
科
学
的
管
理
に
対
す
る
一
般
的
関
心
を
畜
め
つ
つ
あ
っ
た
時
期
に
、
．
＾
＞
ソ
ク
イ
ソ
の
「
産
業
デ
モ
ク
ラ
ツ
ー
」
論
は
、
ま
た
産
業
に
お
け
る
実
地
の
経
験
を
う
け
て
「
科
学
的
管
理
遮
動
に
お
け
る
潜
在
的
革
命
の
基
盤
を
つ
く
り
出
し
た
」
（
碑
）
。
こ
う
し
た
梢
勢
の
中
で
、
議
会
で
は
一
九
一
六
年
に
再
び
「
ス
ト
ッ
プ
ウ
ォ
ッ
チ
、
ブ
レ
ミ
ア
ム
ー
ボ
ー
ナ
ス
制
度
」
の
被
害
を
防
止
す
る
法
案
が
上
提
さ
れ
、
製
造
業
者
グ
ル
ー
ブ
の
反
対
運
動
に
も
か
か
わ
ら
ず
可
決
さ
れ
た
。
し
か
し
た
が
ら
、
よ
う
や
く
高
揚
し
つ
つ
あ
っ
た
科
学
的
行
理
と
労
鋤
組
合
の
醐
係
に
対
す
る
関
心
も
、
あ
た
か
も
そ
の
年
に
ョ
ー
ロ
ッ
パ
で
勃
発
し
た
大
戦
に
向
け
ら
れ
、
翌
年
の
米
国
の
参
戦
を
機
と
し
て
、
数
多
く
の
科
学
的
管
蓮
グ
ル
ー
ブ
は
政
府
の
仕
事
に
参
加
し
て
い
ご
」
。
事
実
そ
の
こ
と
ほ
結
果
と
し
て
は
、
科
学
的
行
踵
技
術
の
将
及
に
少
な
か
ら
ぬ
効
果
を
も
っ
た
よ
う
で
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
戦
争
は
科
学
的
管
理
者
た
ち
に
種
々
の
重
要
な
撮
会
を
与
え
た
が
、
同
時
に
ま
た
組
合
に
と
っ
て
も
利
益
と
な
っ
た
。
ウ
イ
ル
ソ
ソ
の
政
策
は
軍
術
産
策
の
団
体
交
渉
を
正
式
に
促
進
し
、
組
合
指
迎
者
刑
を
各
種
の
行
政
面
に
ひ
き
い
れ
、
A
.
F
•
L
は
心
か
ら
戦
争
へ
の
協
力
を
誓
っ
た
の
で
あ
る
（
四
）
。
ち
な
み
に
、
営
躙
者
に
組
織
化
と
団
体
交
渉
の
権
利
を
与
え
て
、
産
業
格
疸
を
解
決
し
よ
う
と
企
て
た
「
戦
時
労
鋤
局
」
(National
W
a
r
 Labor Board)
の
新
設
は
、
労
億
者
の
か
っ
て
経
験
し
た
中
の
蚊
大
の
勝
利
で
あ
っ
た
。
右
の
よ
う
な
次
第
で
あ
っ
た
か
ら
、
政
府
の
仕
事
の
上
で
テ
ィ
ラ
ー
派
と
組
合
側
が
し
ば
し
ば
同
席
し
、
彼
等
は
す
べ
て
、
連
邦
政
府
が
組
合
の
承
認
と
団
体
交
渉
を
保
膜
、
．
奨
励
し
た
処
に
閾
係
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
だ
か
ら
こ
う
し
た
現
境
の
下
で
彼
等
は
、
や
が
て
団
体
交
渉
は
有
効
で
安
全
で
あ
る
こ
と
を
悟
り
、
む
し
ろ
そ
れ
を
尊
い
も
の
と
見
は
じ
め
た
の
で
あ
る
。
事
実
ロ
ッ
ク
ア
イ
ラ
ッ
ド
を
始
め
若
千
の
兵
器
廠
で
、
労
懺
者
と
行
理
者
と
の
園
係
を
改
善
す
る
協
定
が
結
ば
れ
て
い
っ
た
こ
と
は
、
そ
の
あ
ら
わ
れ
で
あ
っ
た
。
九
四
95 
な
お
、
こ
う
し
た
時
期
に
、
他
方
で
は
、
ガ
ソ
ト
ら
に
よ
る
＾
T
h
e
 N
e
w
 
M
a
c
h
i
n
e
►
 
運
動
の
提
唱
が
あ
っ
た
こ
と
も
、
そ
れ
が
本
質
上
、
多
分
に
浪
漫
的
な
性
格
の
ゆ
え
に
、
失
敗
で
は
あ
っ
た
が
、
興
味
深
い
。
す
な
わ
ち
、
彼
等
は
、
「
健
康
で
能
率
的
な
経
済
の
維
持
に
は
技
師
の
役
割
が
必
須
で
あ
る
」
と
い
う
ヴ
ェ
ブ
レ
ン
(
T
h
o
r
s
t
e
i
n
V
e
b
l
e
n
●
や
フ
ァ
ー
グ
ソ
ン
(
C
h
a
r
l
e
s
F
e
r
g
u
s
o
n
)
の
理
論
に
基
い
て
、
「
ま
さ
に
瓦
解
せ
ん
と
し
て
い
る
」
ア
メ
リ
カ
の
事
業
組
織
を
技
師
の
力
で
立
て
直
そ
う
と
唱
道
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
彼
等
の
指
導
理
念
は
「
社
会
に
対
し
て
提
供
さ
れ
る
サ
ー
ビ
ス
は
、
利
潤
よ
り
も
蓬
か
に
重
要
で
あ
る
」
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。
技
師
の
役
割
へ
の
再
認
識
を
喚
起
し
た
こ
の
運
動
も
、
一
九
一
九
年
ガ
ン
ト
の
死
に
よ
っ
て
終
っ
た
が
、
こ
の
理
想
の
あ
る
も
の
は
、
一
九
一
―
-0年
代
の
「
テ
ク
ノ
ク
ラ
シ
ー
運
動
」
(
T
e
c
h
n
o
c
r
a
c
y
 m
o
v
e
m
e
n
t
)
 l
持
ち
こ
さ
れ
て
い
っ
た
(
E
)
。
し
か
し
な
が
ら
、
戦
時
中
を
遥
じ
て
組
合
の
勢
力
拡
大
の
事
実
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
一
方
で
は
相
前
後
し
て
出
現
し
た
「
ボ
ル
シ
ェ
ビ
ズ
ム
・
ロ
ツ
ア
」
の
影
響
ほ
、
ア
メ
リ
カ
の
労
働
組
合
運
動
を
、
革
命
運
動
に
つ
な
が
る
も
の
と
し
て
、
世
論
を
ひ
き
つ
け
る
こ
と
と
な
っ
た
。
戦
時
中
に
は
一
方
で
組
織
労
働
者
の
運
動
と
、
他
方
個
々
の
工
場
に
お
け
る
「
工
場
委
員
会
」
(
s
h
o
p
c
o
m
m
i
t
t
e
e
)
ー
ー
そ
れ
は
「
会
社
組
合
」
(
c
o
m
p
a
n
y
g
i
o
n
)
と
し
て
知
ら
れ
て
き
て
い
る
ー
ー
の
二
種
の
労
働
者
組
織
が
拡
大
し
た
の
で
あ
る
が
、
各
経
営
体
は
も
っ
ば
ら
、
「
組
合
主
義
の
普
及
を
阻
止
し
、
労
働
者
を
一
そ
う
強
力
に
会
社
に
結
び
つ
け
る
手
段
と
し
て
」
印
）
後
者
す
な
わ
ち
、
「
会
社
組
合
」
を
積
極
的
に
つ
く
り
出
し
た
。
こ
科
学
的
管
理
の
生
成
と
発
展
（
高
堂
）
九
五
ク
ッ
ク
、
ゴ
ッ
パ
ー
ス
、
ミ
ラ
ー
(
A
.
s
.
M
.
E会
長
）
の
共
編
う
し
た
推
進
者
た
ち
の
考
え
は
、
こ
の
組
織
は
未
組
織
労
鋤
者
に
発
言
の
機
会
を
与
え
る
ば
か
り
で
な
く
、
労
働
者
を
組
合
の
企
業
機
固
や
国
際
機
関
の
支
配
か
ら
逃
れ
さ
せ
る
も
の
だ
と
言
う
こ
と
で
あ
っ
た
が
、
「
実
際
に
は
殆
ん
ど
組
織
労
働
者
を
除
外
し
て
、
未
継
織
労
錨
者
と
叙
極
的
に
交
渉
」
す
る
傾
向
に
あ
っ
た
こ
と
は
見
落
し
て
な
ら
な
い
。
こ
の
間
に
も
、
「
彼
等
の
採
用
し
た
管
理
方
法
は
、
自
動
的
に
『
労
働
問
題
』
を
解
決
す
る
の
だ
」
と
い
う
テ
ィ
ラ
ー
派
の
保
守
的
信
念
に
対
し
て
、
．
＾
レ
ク
イ
ン
を
姶
め
「
修
正
主
義
者
」
グ
ル
ー
プ
の
彩
唇
ほ
次
第
に
強
め
ら
れ
て
い
た
（
血
血
）
。
と
か
く
す
る
中
に
職
争
は
終
結
し
た
が
、
こ
の
時
ゴ
ン
バ
ー
ス
は
、
い
ち
早
く
「
労
働
者
の
権
利
と
特
権
の
正
当
な
擁
眠
」
の
た
め
に
、
「
国
内
産
業
の
健
康
を
強
化
す
べ
く
、
彼
等
の
組
織
の
協
力
を
申
し
出
る
」
体
勢
を
整
へ
た
。
そ
れ
は
「
産
業
生
産
の
増
大
に
協
力
す
る
労
働
組
合
の
政
策
」
と
し
て
、
今
日
ま
で
貫
い
て
い
る
「
職
時
中
に
根
ざ
し
た
新
し
い
伝
統
」
で
あ
っ
た
が
、
こ
の
「
生
産
増
強
と
い
う
新
し
い
概
念
に
沿
っ
て
、
5
 
科
学
的
管
理
者
と
そ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
対
す
る
籐
度
の
変
化
」
（
ll_
が
あ
E
 
ら
わ
れ
た
の
で
あ
る
。
で
一
九
二
0
年
に
刊
行
さ
れ
た
＾
L
昏
or,
M
a
n
a
g
e
m
e
n
t
,
 
gd 
96 
P
r
o
d
u
c
t
i
v
i
t
y
>
は
、
科
学
的
管
理
と
労
鋤
組
合
の
双
方
の
歴
史
上
に
新
ら
し
い
時
代
の
到
来
を
印
す
も
の
で
あ
っ
た
。
ま
こ
と
に
「
ゴ
ン
バ
ー
ス
が
科
学
的
管
理
の
社
会
に
お
け
る
有
力
な
会
員
と
合
同
で
、
生
産
の
問
題
に
関
す
る
雑
誌
を
刊
行
し
た
と
い
う
事
実
」
（
江
）
は
二
つ
の
運
動
に
新
ら
し
い
光
を
注
ぐ
に
十
分
な
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
れ
を
契
機
に
ゴ
ン
パ
ー
ス
姶
め
執
行
委
員
達
は
、
技
師
協
会
そ
の
他
の
会
合
に
頻
繁
に
関
係
し
た
の
で
あ
る
。
「
労
慟
者
の
抵
抗
は
1
と
·
nソ
。
＾
ー
ス
は
言
っ
た
|
—
管
理
の
概
念
と
方
法
を
、
人
間
化
(h
日
nanize)
す
る
の
に
役
立
っ
た
の
だ
」
と
。
こ
う
し
た
「
労
働
者
の
喜
び
と
満
足
に
、
テ
ィ
ラ
ー
派
も
遂
に
7
 
(11)
。
E
 
『
彼
等
の
初
期
の
方
法
の
誤
り
』
を
認
め
た
パ
ー
ソ
ソ
は
、
や
が
て
到
来
す
ぺ
き
直
大
な
変
化
の
原
因
を
次
の
三
つ
の
影
菩
に
見
た
。
日
戦
前
に
起
っ
た
労
鋤
者
の
偏
見
は
消
減
し
な
い
ま
で
も
、
公
然
か
つ
戟
極
的
反
対
は
中
止
さ
れ
る
よ
う
に
な
ろ
う
。
は
戦
時
中
の
経
険
か
ら
、
組
合
も
経
営
も
共
に
、
科
学
的
管
理
技
術
は
、
人
間
味
の
あ
る
協
力
的
管
理
策
と
矛
盾
し
な
い
こ
と
を
学
ん
だ
。
曰
組
合
も
経
営
も
、
戦
時
戦
後
を
通
じ
て
、
管
理
者
や
技
師
逹
が
こ
う
し
た
既
明
な
方
策
の
苺
入
に
先
頭
に
立
っ
て
い
た
こ
）
 
7
 
と
を
認
め
た
（
血
や
が
て
こ
う
し
た
胎
動
は
、
一
九
ニ
ー
年
、
ア
メ
リ
カ
技
師
連
合
協
会
の
初
代
会
長
フ
1
.
＾
1
(
H
e
r
b
e
r
t
H
o
o
v
e
r
)
の
命
令
の
も
と
に
、
産
莱
に
お
け
る
生
産
低
下
の
原
因
を
究
明
す
る
濶
査
が
好
手
さ
れ
、
科
学
的
管
(
C
o
m
m
i
t
t
e
e
 
理
運
動
に
密
接
な
関
係
者
達
で
＾
無
駄
排
除
委
員
会
＞
科
学
的
管
理
の
生
成
と
発
展
（
店
堂
）
い
わ
ゆ
る
o
n
 E
l
i
m
i
n
a
t
i
o
n
 
of 
W
a
s
t
e
)
が
結
成
さ
れ
る
に
及
ん
で
具
体
化
し
た
。
こ
の
調
査
に
よ
っ
て
、
産
菜
上
の
無
駄
の
大
半
は
、
経
営
側
の
t
u
理
上
の
近
任
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
と
な
り
、
産
菜
は
、
そ
の
A
目
の
子
葬
＞
式
方
法
(rule
of t
h
u
m
b
 m
e
t
h
o
d
)
が
非
難
さ
れ
て
、
生
産
コ
ス
ト
を
分
析
し
、
節
約
を
実
行
し
、
『
無
駄
を
排
除
す
る
一
そ
う
能
率
的
方
法
を
設
定
す
べ
き
宍
朋
な
努
力
を
行
う
』
よ
う
に
勧
告
さ
れ
た
（
四
）
。
か
く
し
て
、
著
者
は
「
科
学
的
管
理
者
達
が
調
査
を
行
い
、
そ
の
結
論
を
地
備
す
る
に
当
っ
て
演
じ
た
役
割
は
、
彼
等
の
A
産
菜
の
其
理
＞
発
見
の
能
力
に
対
す
る
組
合
の
尊
敬
を
高
め
る
こ
と
と
な
っ
た
」
し
、
同
時
に
組
合
は
、
科
学
的
管
理
の
真
価
を
更
め
て
認
識
す
る
結
果
と
な
っ
た
と
指
摘
し
て
い
る
。
か
く
て
戦
後
最
初
の
数
年
の
出
来
事
は
、
「
科
学
的
行
理
と
労
鋤
迎
動
の
両
者
に
其
の
革
命
を
示
し
た
」
が
、
同
時
に
赤
色
労
偏
組
合
の
脅
威
に
対
抗
し
て
強
力
に
展
開
さ
れ
た
「
オ
ー
プ
ソ
・
ツ
ョ
ッ
プ
」
運
動
(open
s
h
o
p
 drives)'
屈
用
者
側
の
産
菜
温
紺
主
義
(industrial
p
a
t
e
m
 
alism)
、
敵
対
的
な
ウ
イ
ル
ソ
ソ
行
政
と
、
戦
後
恐
慌
の
影
密
は
労
鋤
組
合
の
後
退
を
促
し
た
。
こ
う
し
た
傾
向
を
阻
止
し
、
短
正
し
よ
う
と
し
て
組
合
は
「
労
賓
協
力
制
度
」
(union
,
 
m
a
n
a
g
e
m
e
n
t
 c
 8
 
peration) 
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
求
め
た
の
で
あ
る
。
ち
な
み
に
ポ
ル
テ
ィ
モ
ア
・
オ
ハ
イ
オ
鉄
道
会
社
で
成
功
的
に
実
施
さ
れ
た
、 九
六
「
B
&
o
プ
ラ
97 
こ
の
ブ
ラ
ソ
の
根
抵
は
、
組
＾
1が、
「
会
社
の
経
済
状
態
を
改
苔
す
ぺ
く
、
経
喪
の
削
減
に
会
社
と
協
力
」
し
、
「
派
用
の
安
定
・
賃
金
増
加
・
作
業
条
件
の
改
洛
」
を
期
待
す
る
も
の
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
こ
と
は
「
科
学
的
管
理
」
の
採
用
に
協
力
す
る
こ
と
に
他
な
ら
な
か
っ
た
。
あ
た
か
も
こ
の
国
の
鉄
迅
工
場
は
、
久
し
く
過
大
な
経
喪
と
不
安
定
な
屈
用
に
悩
ま
さ
れ
、
戦
後
の
貨
金
切
下
げ
に
対
し
て
組
合
の
ス
ト
ラ
イ
キ
が
深
刻
化
し
て
い
た
時
、
こ
の
プ
ラ
ソ
は
「
労
狡
＾
1詞
委
員
会
」
を
設
置
し
て
、
職
務
分
析
・
作
菜
の
計
画
化
・
屈
用
・
諸
設
備
の
改
善
を
処
理
し
、
労
姿
双
方
の
期
待
し
た
結
果
を
実
現
す
る
こ
と
が
出
来
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。
そ
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
こ
こ
で
直
接
触
れ
な
い
が
、
要
す
る
に
こ
う
し
た
「
協
調
熱
」
（
C
o
o
p
e
r
a
t
i
o
n
F
e
v
e
r
)
の
証
ま
り
は
、
生
産
に
対
し
て
図
争
し
た
旧
来
の
労
慟
組
合
主
義
を
消
算
し
て
、
生
産
を
増
大
す
る
手
段
を。
5
 
選
ん
だ
「
新
た
な
、
温
和
し
い
、
思
應
の
あ
る
労
働
組
合
主
義
」
(m)の
あ
ら
わ
れ
で
あ
り
、
そ
れ
こ
そ
ま
さ
に
、
本
質
的
に
は
「
科
学
的
管
理
の
諸
原
則
」
と
一
致
す
る
も
の
で
あ
っ
た
と
見
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
プ
ラ
ソ
は
一
九
二
二
年
、
B
&
o会
社
で
苅
手
さ
れ
、
二
四
年
に
は
傘
下
各
工
場
に
普
及
を
見
た
。
こ
の
年A
•
F
•
Lは
こ
の
ブ
ラ
ソ
を
正
式
に
認
め
、
そ
の
後
二
十
年
代
を
通
じ
て
、
各
鉄
道
会
社
に
採
用
さ
れ
た
。
こ
の
よ
う
な
発
展
の
中
で
、
一
九
一
―-
0年
に
「
フ
ェ
ー
デ
レ
ー
ツ
a
ニ
ス
ト
」
紙
上
に
A
•
F
•
L
科
学
的
管
理
の
生
成
と
発
展
（
狂
堂
）
ソ
ー
は
そ
の
一
例
で
あ
っ
た
。
九
七
の
政
策
を
要
約
し
た
＾
労
働
糾
合
の
、
科
学
的
秤
理
原
削
＞
が
発
よ
さ
れ
た
。
そ
れ
は
十
六
の
原
則
を
含
む
も
の
で
あ
っ
た
が
、
こ
れ
ら
の
う
ち
「
組
合
の
承
認
」
お
よ
び
「
労
鋤
者
の
経
営
参
加
（
合
同
委
員
会
制
度
）
」
以
外
は
、
完
く
、
テ
ィ
ラ
ー
主
義
に
一
致
し
た
も
の
で
あ
っ
た
(013-
。
ま
こ
と
に
ゴ
ソ
．
＾
ー
ス
の
後
継
者
グ
リ
ー
ソ
会
長
(
W
i
l
l
i
a
m
G
r
e
e
n
}
 
は
、
A
.
F
•
L
が
「
生
産
と
い
う
要
索
の
直
要
性
を
世
界
で
其
先
に
自
此
し
た
労
慟
組
織
体
」
(mふ
）
で
あ
る
と
誇
り
翡
く
声
明
し
た
が
、
同
時
に
科
学
的
管
理
の
指
達
者
達
の
喜
び
も
当
然
で
あ
っ
た
。
こ
う
し
て
組
1̂
l科
学
的
管
理
の
協
調
熱
は
、
一
九
二
九
年
を
前
に
し
急
速
な
発
展
を
辿
っ
た
け
れ
ど
も
、
行
手
に
は
不
吉
な
デ
ッ
ド
・
ロ
ッ
ク
が
待
ち
か
ま
え
て
い
た
。
泄
界
大
恐
慌
が
そ
れ
で
あ
る
。
「
組
合
指
導
者
と
科
学
的
管
理
者
の
、
生
産
と
人
事
の
問
題
に
対
す
る
活
発
な
努
力
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
対
抗
で
き
な
か
っ
た
―
つ
の
問
題
は
不
況
で
あ
っ
た
。
組
合
と
テ
ィ
ラ
ー
派
の
協
力
で
仕
組
ま
れ
た
救
済
策
を
も
っ
て
し
て
も
、
）。，
 
羹
状
態
の
悪
化
に
は
追
い
つ
け
な
か
っ
た
」
（
⑬
一
九
二
七
年
に
こ
の
ブ
ラ
ソ
を
採
用
し
た
、
ナ
ウ
ム
キ
ー
グ
綿
紡
会
社
(
N
a
u
m
k
e
a
g
 S
t
e
a
m
 C
o
t
t
o
n
 C
o
m
p
a
n
y
)
や
ク
リ
ー
ブ
ラ
ソ
ド
の
繊
維
工
場
は
、
遂
に
三
一
年
以
降
相
次
い
で
こ
の
協
定
を
破
棄
し
、
そ
の
結
果
は
賃
金
切
下
、
解
派
と
こ
れ
に
対
す
る
ス
ト
ラ
イ
キ
闘
争
を
見
た
の
で
あ
る
。
不
況
に
も
坐
礁
し
な
か
っ
た
協
カ
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
B
&
oブ
ラ
ソ
に
す
ぎ
な
か
っ
た
。
し
か
し
た
が
ら
こ
う
し
た
一
部
産
案
の
実
例
と
98 
組
合
に
そ
の
交
渉
力
強
化
の
立
場
か
ら
、
ク
イ
ム
ス
ク
デ
イ
や
イ
ン
セ
ン
お
も
う
に
ア
メ
リ
カ
の
廿
批
紀
に
お
け
る
企
業
経
営
の
発
展
が
、
労
鋤
解
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
ま、
,
9
 
店
”
校
協
力
制
」
の
経
験
を
通
し
て
符
理
向
上
の
技
術
的
方
法
を
理
は
別
に
、
産
菜
一
般
は
一
九
二
0
年
代
の
安
定
期
に
は
組
合
の
協
力
捉
案
を
拒
否
し
て
い
た
し
、
一
―
1
0年
代
初
期
の
悲
惨
な
数
年
に
も
応
じ
よ
う
と
は
し
な
か
っ
た
の
で
、
久
し
く
こ
の
迎
動
を
続
け
て
き
た
A
.
F
.
Lも
遂
に
こ
れ
を
断
念
し
、
こ
こ
に
科
学
的
管
理
と
組
合
に
と
っ
て
、
殆
ん
ど
限
り
な
き
協
力
の
機
会
を
牢
ん
で
い
た
十
年
間
は
、
終
り
を
告
げ
た
の
で
あ
る
（
叫
）
。あ
た
か
も
一
九
―
―
-0年
代
は
管
理
迎
勤
に
お
け
る
指
苺
者
が
テ
ィ
ラ
ー
1
.
＂
レ
ソ
ク
イ
ソ
の
仲
間
や
直
弟
子
達
の
手
か
ら
、
企
業
に
関
係
せ
る
専
門
家
へ
と
交
替
す
る
こ
と
に
な
り
、
や
が
て
「
テ
ィ
ラ
ー
」
の
名
も
「
科
学
的
管
理
」
の
品
も
使
わ
れ
た
く
な
っ
て
「
科
学
的
竹
理
迎
勁
」
に
―
つ
の
終
止
符
が
打
た
れ
た
（
五
）
。
だ
が
何
れ
に
し
て
も
労
鋤
組
合
と
科
学
的
管
理
の
二
十
年
以
上
に
渉
っ
た
対
立
ー
協
力
捌
係
の
結
果
は
、
ア
メ
リ
カ
労
拗
述
動
と
経
常
i
品
碑
ブ
P
グ
ラ
ム
に
独
力
な
彩
密
を
及
ぼ
し
た
こ
と
は
否
定
で
き
な
い
。
科
学
的
管
理
の
経
常
に
対
す
る
成
献
は
、
「
作
菜
測
定
(
w
o
r
k
m
e
a
s
u
r
e
m
e
n
t
}
と
生
産
及
び
原
価
管
理
の
ブ
ロ
グ
ラ
ム
」
で
あ
っ
た
し
、
科
学
的
管
理
の
生
成
と
発
展
（
店
堂
）
他
方
労
働
組
合
以
上
に
お
い
て
わ
れ
わ
れ
は
、
冗
長
に
過
ぎ
た
け
れ
ど
も
、
忠
実
に
著
者
の
論
点
を
紹
介
し
た
。
み
ら
れ
る
よ
う
に
、
こ
の
本
を
rtく
著
者
の
論
．
理
は
「
科
学
的
行
理
の
生
成
と
発
展
」
を
「
科
学
的
符
理
と
労
鋤
組
合
」
の
二
十
年
に
わ
た
る
接
触
を
通
し
て
具
体
化
し
、
戦
争
を
契
機
と
す
る
敵
対
か
ら
協
力
へ
の
変
返
過
程
の
う
ち
に
、
現
代
ア
メ
リ
カ
の
経
営
i11
煎
と
労
磯
組
合
巡
動
の
歴
史
的
曲
困
を
求
め
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
す
で
に
始
め
に
も
指
摘
し
た
よ
う
に
、
祈
者
が
つ
と
め
て
股
店
で
、
し
か
も
貸
重
な
沢
料
を
も
と
に
、
刻
明
な
叙
述
を
炭
叫
さ
れ
て
こ
の
糀
の
数
少
な
い
研
究
を
示
さ
れ
た
の
で
あ
る
が
、
同
時
に
そ
れ
ら
が
、
や
や
と
も
す
れ
ば
皮
相
的
な
ア
ブ
ロ
ー
チ
に
す
ぎ
て
、
歴
史
的
事
象
の
行
後
に
あ
る
政
治
経
済
的
踏
要
因
の
正
し
い
分
析
に
欠
け
て
い
る
点
で
あ
る
。
こ
の
点
六
批
評
テ
ィ
ブ
制
度
な
ど
の
綿
密
な
知
識
を
要
求
し
た
が
、
ま
さ
に
「
そ
の
過
程
は
テ
ィ
ラ
ー
派
の
技
師
途
の
手
で
促
遮
さ
れ
た
」
の
で
あ
る
。
彼
等
は
組
合
に
、
今
日
の
「
進
歩
し
た
管
理
」
の
賭
間
題
の
技
術
工
学
的
洞
察
と
税
実
的
な
知
識
を
与
え
た
の
で
あ
っ
て
、
こ
の
特
種
な
技
能
の
習
褐
こ
そ
テ
ィ
ラ
ー
の
後
継
者
途
と
の
親
交
時
代
に
跡
付
け
ら
れ
、
同
時
に
そ
こ
か
ら
経
営
管
瑶
ブ
a
グ
ラ
ム
の
そ
の
後
の
発
展
方
向
と
、
労
磯
組
合
政
策
の
逃
3
4
 
(
5
1
5
)
。
E
E
 
展
に
直
接
的
影
啓
が
波
及
す
る
の
で
あ
る
1
ー
九
八
99 
科
学
的
管
理
の
生
成
と
発
展
（
窪
堂
）
貫
く
炎
本
の
要
求
で
あ
っ
て
見
れ
ば
、
そ
の
具
体
的
、
歴
史
的
な
規
定
こ
こ
そ
、
歴
史
記
述
の
支
柱
で
あ
る
ぺ
き
限
り
、
本
害
が
わ
れ
わ
れ
を
必
ず
し
も
納
得
さ
せ
得
な
い
論
理
を
伴
な
う
こ
と
は
避
け
ら
れ
な
．
い
。
そ
れ
ほ
、
本
苔
の
殺
重
な
貢
献
に
と
っ
て
き
わ
め
て
惜
し
ま
れ
る
こ
と
で
あ
る
が
、
か
え
っ
て
こ
れ
が
「
ア
キ
レ
ス
の
腱
」
で
あ
る
か
も
知
れ
な
い
。
ち
な
み
に
そ
れ
ら
の
二
三
を
指
摘
す
る
な
ら
ば
、
次
の
よ
う
な
問
題
が
あ
げ
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。
ま
ず
第
一
に
は
、
「
科
学
的
行
理
」
の
成
立
を
め
ぐ
っ
て
、
そ
の
社
会
経
済
的
諸
事
俯
の
分
析
が
十
分
で
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
お
も
う
に
、
近
代
的
管
理
と
し
て
の
「
科
学
的
行
珊
」
の
登
褐
は
、
競
争
か
ら
独
占
へ
の
贅
本
主
義
の
発
展
を
行
疫
に
必
然
化
し
た
、
t
u
理
技
術
と
し
て
の
本
質
を
含
む
も
の
で
あ
っ
た
が
、
著
者
は
こ
の
点
に
つ
い
て
深
く
は
触
れ
し
て
機
能
し
た
単
な
る
受
身
の
も
の
で
は
な
く
、
…
・
・
・
全
く
そ
れ
を
指
浮
2
 
し
た
個
々
の
技
師
の
思
想
と
行
動
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
た
」
（
紐
）
と
言
う
視
点
が
、
強
く
押
し
だ
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
だ
か
ら
こ
こ
で
は
、
「
科
学
的
管
理
」
の
展
史
的
性
格
が
屎
さ
れ
、
し
た
が
っ
て
そ
の
本
質
が
朋
の
増
強
と
い
う
課
題
は
、
抽
象
的
、
一
般
的
に
は
貸
本
主
義
の
全
過
程
を
確
に
は
把
握
さ
れ
な
い
こ
と
に
な
る
。
お
よ
そ
能
率
の
増
進
な
い
し
生
産
九
九
て
い
な
い
。
む
し
ろ
「
こ
の
述
動
は
、
産
業
の
要
求
に
対
す
る
反
射
鋭
と
し
た
が
っ
て
そ
の
安
品
な
検
証
の
一
っ
が
、
「
科
学
的
管
理
」
に
対
す
そ
が
、
こ
の
場
合
ま
ず
前
提
と
な
る
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
に
は
先
ず
十
九
恢
紀
末
、
ア
メ
リ
カ
浚
本
主
義
の
正
し
い
経
済
的
分
析
が
不
可
欠
の
も
の
と
恩
わ
れ
る
。
さ
て
次
に
は
、
右
の
点
に
闘
連
し
て
当
然
に
問
題
と
な
る
「
科
学
的
管
理
」
の
本
質
規
定
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
多
く
に
触
れ
な
い
け
れ
ど
も
、
そ
の
根
本
的
な
一
点
を
と
り
あ
げ
る
な
ら
ば
、
著
者
自
身
、
「
科
学
的
管
珊
」
に
お
け
る
テ
ィ
ラ
ー
の
支
柱
ー
「
精
神
革
命
」
論
に
「
社
会
的
心
理
的
要
索
」
（
瑾
）
を
指
摘
し
て
、
そ
の
観
念
的
性
格
の
一
端
に
接
近
さ
れ
な
が
ら
、
つ
い
に
か
え
っ
て
こ
の
面
の
安
易
な
検
証
に
の
み
論
理
を
展
開
さ
れ
て
、
全
体
と
し
て
は
本
質
的
ア
ブ
g
ー
チ
か
ら
遠
の
い
て
し
ま
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
る
労
働
組
合
の
態
度
の
分
析
に
も
、
あ
ら
わ
れ
て
く
る
の
は
当
然
で
あ
ろ
う
。
本
害
が
こ
う
し
た
問
撼
を
、
A
.
F
.
Lす
な
わ
ち
ク
ラ
フ
ト
ユ
ニ
オ
ー
ー
ズ
ム
に
お
い
て
取
り
上
げ
て
い
る
も
の
は
、
す
で
に
＊
＇
シ
ー
報
告
で
朋
ら
か
に
さ
れ
た
と
こ
ろ
で
も
あ
る
が
、
著
者
の
こ
の
踏
襲
は
、
一
面
で
A
.
F
.
L
の
「
ク
ラ
フ
ト
ユ
ニ
オ
ニ
ズ
ム
維
持
」
の
た
め
の
敵
対
と
い
う
面
は
指
摘
し
な
が
ら
も
（
碑
）
、
か
え
っ
て
低
賃
金
や
労
働
強
化
、
服
fl
の
不
安
定
の
集
中
的
に
波
及
す
る
未
熟
練
な
い
し
未
組
織
労
働
者
の
立
100 
か
ね
ば
な
ら
な
い
。
ら
教
え
ら
れ
た
多
く
の
も
の
を
通
し
て
、
こ
の
点
を
正
し
く
理
解
し
て
い
科
学
的
管
理
の
生
成
と
発
股
（
店
堂
）
渇
が
放
四
さ
れ
た
ま
ま
、
も
っ
ば
ら
組
合
指
沿
者
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
に
労
炎
協
調
の
過
程
を
跡
付
け
ら
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
か
く
て
そ
の
な
味
で
は
、
科
学
的
管
理
と
労
拗
組
合
、
就
中
A
.
F
.
L
の
関
係
を
も
っ
て
、
「
科
学
的
i
u
理
と
労
鋤
者
」
の
凋
係
に
骰
き
換
え
な
い
こ
と
は
勿
論
、
逆
に
労
斑
幹
部
の
階
級
協
調
主
義
の
実
態
を
朋
日
に
暴
厖
す
る
結
果
と
た
る
の
で
あ
る
。
労
慟
運
動
の
歴
史
を
跡
付
け
る
場
合
に
は
、
一
般
組
合
只
(rank a
n
d
 file)
の
動
向
を
中
心
に
四
く
こ
と
は
勿
論
の
こ
と
、
広
く
未
組
織
労
鋤
者
も
含
め
た
労
拗
者
階
級
の
状
態
と
の
絡
み
あ
い
の
上
で
試
み
ら
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
（註）
故
後
に
、
著
者
は
「
労
狡
協
力
制
」
の
一
部
の
実
例
を
通
し
て
、
「
協
調
熟
」
の
成
熱
を
尖
証
さ
れ
、
こ
う
し
た
経
常
と
組
合
の
態
度
の
発
展
に
次
の
時
期
へ
の
つ
な
が
り
を
求
め
ら
れ
た
の
で
あ
る
が
、
わ
れ
わ
れ
が
以
上
に
お
い
て
指
摘
し
て
き
た
著
者
の
論
理
か
ら
は
、
き
わ
め
て
安
易
た
結
論
が
賠
示
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。
だ
が
、
今
nま
で
の
符
理
制
度
の
発
展
の
跡
を
ふ
り
返
る
な
ら
ば
、
哨
井
の
皮
相
的
な
方
法
は
、
人
堪
管
理
か
ら
人
r関
係
t"理
へ
と
展
IHさ
れ
る
t1
理
技
術
の
複
雑
な
歩
み
を
一
面
的
に
し
か
捉
え
る
こ
と
が
で
き
ぬ
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
わ
れ
わ
れ
は
こ
の
本
か
翡
堂
俊
禰
専
任
講
師
来
住
哲
広
田
司
朗
助
教
援
安
田
信
専
任
購
師
教
授
（
註
）
「
労
只
協
力
制
」
を
紹
介
す
る
も
の
と
し
て
次
の
も
の
が
あ
る
。
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な
お
こ
の
制
餃
の
意
渥
も
粗
極
化
す
る
も
の
と
し
て
、
笛
木
正
治
「
労
晶
係
と
経
営
脊
理
」
（
昭
二
十
六
年
）
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